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出水市職員・出水市病院事業職員採用試験�

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口

（７月１日現在：住民基本台帳）
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夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
水
難
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
。

　

県
内
で
は
昨
年
６
月
に
、
加
治
木
町
の
滝
つ
ぼ
で
高
校
３
年
生
が
お
ぼ
れ
て
死
亡
す

る
と
い
う
事
故
や
鹿
児
島
市
吉
野
町
の
川
で
小
学
生
３
年
生
と
５
年
生
が
流
さ
れ
消
防

に
救
助
さ
れ
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
も
宮
崎
県
や
福
岡
県

で
、
流
水
プ
ー
ル
で
の
事
故
、
ボ
ー
ト
転
覆
等
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
難
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
上
記
の
箇
所
を
危
険
区
域

と
し
て
指
定
し
、
海
や
河
川
で
の
遊
泳
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で

の
水
遊
び
も
禁
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
で
も
十
分
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
日
頃

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

よ
う
に
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
ぐ
る
み
で

声
か
け
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
自
転
車
利
用
に
よ
る
事
故
が
市

内
で
も
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
人

乗
り
や
無
灯
火
を
し
な
い
な
ど
自
転
車
乗

車
時
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
地
域
ぐ
る
み
で

推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
小
学

生
の
自
転
車
乗
車
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。

水
難
事
故
防
止
運
動
強
調
期
間　

７
月　

日（
水
）か
ら
８
月　

日（
火
）ま
で

２１

３１

問
い
合
わ
せ
先　

出
水
市
水
難
事
故
・
交
通

事
故
防
止
対
策
連
絡
会
事
務
局

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
�
�
４
０
７
９
）

�

�

�

�

���������������������������������

���������������������������������
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

出水市水難事故・交通事故防止対策連絡会

共通実践事項

・出水市内の海や河川は、すべて遊泳禁止です。

　「遊泳禁止場所では絶対に泳ぎません」

・海や河川での子どもたちだけの水遊びは禁止です。

・自転車乗車時のマナーやヘルメット着用の徹底を、

市民ぐるみで推進します。

子
ど
も
た
ち
を
水
難
事
故
や
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

〜
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
〜

〜
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
〜



3 広報いずみ ２０１０（平成２２年）８月号

－　関東ふるさと出水会　－
会　　長　中村　節（米ノ津出身）
日　　時　１０月３１日（日）正午から
場　　所　大手町サンケイプラザ
　　　　　東京都千代田区大手町１－７－２
参 加 者　旧出水出身で、主に関東方面に

お住まいの方（会員数約１，７００人）
連 絡 先　関東ふるさと出水会事務局
　　　　　小村　勝（東出水出身）
　　　　　（�０３－３４３５－９７７７）
　　　　　小村司法書士事務所内

－　関西出水会　－
会　　長　中島理晴（米ノ津出身）
日　　時　１０月２日（土）午前１１時３０分から
場　　所　ホテルプリムローズ大阪
　　　　　大阪市中央区大手前３丁目１番４３号
参 加 者　出水市（旧出水、旧高尾野、旧野

田）出身、高校時代を出水で過
ごした方、出水に縁がある方で、
主に関西方面にお住まいの方
（会員数約１，9００人）

連 絡 先　関西出水会事務局
　　　　　尾籠　透（東水流出身）
　　　　　（�・FAX：０７９７－８９－７０８１）

－　福岡・出水交流会　－
会　　長　坂井修己（東出水出身）
日　　時　１１月６日（土）午後６時から
場　　所　ホテルオークラ福岡
　　　　　福岡市博多区下川端通３－２
参 加 者　出水市（旧出水、旧高尾野、旧野

田）出身、高校時代を出水で過
ごした方、出水に縁のある方で、
主に福岡県および周辺県にお住
まいの方（会員数約２２０人）

連 絡 先　福岡・出水交流会事務局
　　　　　矢野仁志（大川内出身）
　　　　　（�０９０－７３８６－８４７２）

－　東京高尾野会　－
会　　長　高松義悌（江内出身）
日　　時　１０月３０日（土）午後１時から
場　　所　九段会館くだん亭
　　　　　東京都千代田区九段南１－６－５
参 加 者　旧高尾野出身で、主に関東方面に

お住まいの方（会員数約１，１００人）
連 絡 先　東京高尾野会事務局
　　　　　高松義悌
　　　　　（�０３－５３１８－５０４７）
　　　　　㈲レビュー東京事務所内

ふ
る
さ
と
会
（　

・　

月
開
催
分
）
の
ご
案
内

１０

１１

　

関
東
、
関
西
、
福
岡
方
面
の
ふ
る
さ
と
会
で
は
、
平
成　

年
度
の
総
会
・
懇
談
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

２２

す
。
懐
か
し
い
顔
が
揃
い
、
ふ
る
さ
と
の
話
に
花
が
咲
く
楽
し
い
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
方
面
に
お
住
ま
い

の
出
水
市
出
身
の
親
類
、
知
人
の
皆
様
へ
ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

　

総
会
等
へ
の
参
加
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
ふ
る
さ
と
会
事
務
局
ま
た
は
本
庁
観
光
交
流
課（
�
○６３
 

４
０
５

９
）へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

この他、東京野田会（田代真幸会長、会員数１０８名）もあり、例年５月に開催されま
す。併せてご紹介ください。

　

二
期
目
の
渋
谷
市
政
を
支
え
る
副
市
長
に
、

７
月
１
日
、
椎
木
伸
一
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

同
氏
は
、
出
水
高
校
を
卒
業
後
、　

年
余
り

３２

県
職
員
と
し
て
県
内
各
地
で
勤
務
し
、
今
回
、

ふ
る
さ
と
出
水
市
の
た
め
に
そ
の
行
政
経
験

を
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で

す
。　
　

椎
木
副
市
長
は
、
就
任
に
当
た
り
、「
渋
谷

市
長
の
も
と
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発

展
の
た
め
、
明
る
く
元
気
に
業
務
に
取
り
組

み
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
き
た
い
。」と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

略　歴
昭和３４年４月生まれ（５１歳）
小島自治会（江内地区）
鹿児島県立短期大学卒
鹿児島県秘書課主幹兼秘書係長
　　〃　人事課主幹兼総務経理係長
　　〃　保健医療福祉課主幹兼総務係長

副
市
長
に
椎
木
伸
一
氏
が
就
任
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５　居住用財産を買い換えたり譲渡した場合の課税の特例の延長
　　〔平成２３年１２月３１日の譲渡等（平成２３年分の所得税、平成２４年度分の住民税）まで延長〕
　５年超所有する居住用財産を譲渡する際に、損失が生じた場合、一定の範囲内で、他の所得（給与所得や事業
所得等）と損益通算することにより、所得税や住民税を減額することができるなど、課税の特例を延長します。

固定資産税
住宅のバリアフリー改修および省エネ改修工事に伴う減額措置の延長
〔平成２５年３月３１日まで延長〕
※詳しくは「広報いずみ」６月号をご覧ください。

国民健康保険税　
１　会社都合で離職を余儀なくされた方の国民健康保険税の大幅軽減

２　中低所得者の国民健康保険税負担の増加を招かないようにするための課税限度額の引き上げ

　　　　　　　［平成２２年度］改正後　　　　　　　　　　　　　　　　［平成２１年度］改正前

※国の税制改正に準じて、基礎課税額の限度額を４７万円から５０万円に、後期高齢者支援金等課税額の限度額を１２万円か
ら１３万円に引き上げます。

長寿医療制度の保険料
保険料率等の改正はありません。（軽減措置等は長寿医療制度の廃止まで延長します。）

介護保険料
保険料率等の改正はありません。

軽自動車税

　

※本市として独自に、毎年申請を行わなくてもよいように手続きを大幅に簡素化するものです。
※免税額や免税する障害等の程度に変更はありません。

　［問い合わせ先］本庁税務課（�６３－４０３１）

平成２２年４月１日制 度 開 始
離職日が平成２１年３月３１日以降である次の方々が対象となります。
　雇用保険の特定受給資格者（雇用保険受給資格者証の離職理由：１１、１２、２１、２２、３１、３２）
　雇用保険の特定理由離職者（雇用保険受給資格者証の離職理由：２３、３３、３４）

対 象 者

離職日の翌日の属する月から離職日の属する年の翌年度末までが対象となります。
　例１）離職日平成２１年１２月３１日の場合：平成２２年度のみが対象（平成２１年度が制度施行前のため）
　例２）離職日平成２２年５月２０日の場合：平成２２年度・２３年度が対象

対 象 期 間

国保税の算定の基礎となる国保世帯員の前年所得のうち、上記の対象者の前年給与所得を３０％にし
て計算することにより、大多数の対象者については、在職中の保険料額と同程度（任意継続の半分程
度）まで国保税（保険料）を大幅軽減することになります�

負 担 軽 減

介 護
納 付 金
課 税 額

後期高齢者
支 援 金 等
課 税 額

基 礎
課 税 額

２％２％８％所得割
　５％６％１５％資産割

６，５００円６，０００円２０，０００円均等割
６，０００円８，０００円２１，０００円平等割
１００，０００円１３０，０００円５００，０００円限度額

介 護
納 付 金
課 税 額

後期高齢者
支 援 金 等
課 税 額

基 礎
課 税 額

２％２％８％所得割
　５％６％１５％資産割

６，５００円６，０００円２０，０００円均等割
６，０００円８，０００円２１，０００円平等割
１００，０００円１２０，０００円４７０，０００円限度額

改正前改正後

毎年度、納税通知を受領してから減免申請

身体障害者等となったとき、または軽自動車
等を新たに取得したときに課税免除の申請
を行う。
（その後の申請は不要。また、平成２２年度に
減免を受けた方は、平成２３年度以降の申請は
不要。）

申請方法

減免課税免除免除方法

��

ダイジェスト
・子ども手当・高校実質無償化に伴う扶養控除の縮少（平成２３年分所得税・２４年度分住民税から開始）

・生命保険料控除に新たに介護医療保険料控除を導入するなどの改正（平成２４年分所得税・２５年度分住民税から開始）

・居住用財産を買い換えたり譲渡した場合の課税の特例（軽減）の延長（平成２３年分所得税・２４年度分住民税まで延長）

・会社都合で離職を余儀なくされた方の国民健康保険税の大幅軽減（平成２２年度分国民健康保険税から開始）

・身体障害者等に係る軽自動車税について、課税免除手続きの大幅な簡素化（平成２３年度分軽自動車税から開始）
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税 制 改 正税 制 改 正
生活に直結する主な税制改正の内容について説明します

所得税・住民税

１　子ども手当・高校実質無償化に伴う扶養控除額（税額計算の際、所得から差し引くことができる。）の見直し
　　〔平成２３年分の所得税、平成２４年度分の住民税から開始〕

※特別障害者である同居の扶養親族等に係る控除については、加算の対象を扶養控除等から特別障害者控除に振り替え
ることにより、トータルの控除額に影響はありません。

２　生命保険料控除の改組（変更）
　　〔平成２４年分の所得税、平成２５年度分の住民税から開始〕

※平成２４年１月１日以後に締結した保険契約等を対象とし、それより前に締結した保険契約については、改組（変更）し
ません。
※住民税に係る改正後の各保険料の合計適用限度額は７万円とします。

３　上場株式等に係る譲渡所得・配当所得について本来の税率に戻すことに伴う経過措置の創設
　　〔平成２４年分取り引き（平成２４年分の所得税、平成２５年度分の住民税）から開始〕

※取得価額が１００万円を超えない少額上場株式等について、証券会社等に非課税口座（平成２４年～平成２６年の各年で１口
座ずつ設定可。各口座は１０年間有効ですので、最大３口座を保有することができます。）を設定し、当該口座での取り
引きで得た配当所得および譲渡所得について、所得税および個人住民税を課税しないようにするものです。
上場株式等の配当所得および譲渡所得について、平成２４年分の取り引きから、現行の１０％税率（所得税７％、住民税
３％）を本来の２０％税率（所得税１５％、住民税５％）に戻すことにあわせた経過措置です。

４　６５歳未満で給与・年金所得のある方の公的年金所得に係る住民税のお支払い方法の改善
　　〔平成２２年度分の住民税から開始〕

※６５歳未満の年金受給者で給与特別徴収の対象者でもある方については、年金所得に係る住民税についても給与から差
し引き（給与特別徴収）するように戻すものです。（お支払い方法の改善であり、税率等の変更はありません。）

備　考改 正 前改 正 後

子ども手当
の対象年齢

３８万円０万円所得税年少扶養控除
（１６歳未満）の廃止 ３３万円０万円住民税

高校実質無償化
の対象年齢

６３万円３８万円所得税特定扶養控除
（１６～１９歳未満）の縮小 ４５万円３３万円住民税

改正前改正後

個人年金
保険料控除

一般生命
保険料控除

個人年金
保険料控除

介護医療
保険料控除

一般生命
保険料控除

５万円５万円４万円４万円４万円所得税
３．５万円３．５万円２．８万円２．８万円２．８万円住民税

改正前改正後

７％（軽減税率）
１５％（本来の税率）

非課税口座取り引きにおける
少額上場株式の非課税制度（１０年間）

所得税

税　率

３％（軽減税率）
５％（本来の税率）

非課税口座取り引きにおける
少額上場株式の非課税制度（１０年間）

住民税

改正前改正後
口座または納付書によるお支払い

（普通徴収）
給与から差し引き（給与特別徴収）

年金所得に係る住民税
６５歳未満
の方 給与から差し引き（給与特別徴収）

給与所得に係る住民税

その他所得に係る住民税

公的年金から差し引き（年金特別徴収）公的年金から差し引き（年金特別徴収）年金所得に係る住民税
６５歳以上
の方 給与から差し引き（給与特別徴収）給与から差し引き（給与特別徴収）

給与所得に係る住民税

その他所得に係る住民税
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児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）の

生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

父
子
家
庭
の
支
給
要
件
に
つ
い
て

　

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も（　

歳
未

１８

満
）に
つ
い
て
、
父
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

　

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

　

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

　

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

　

⑤
そ
の
他（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、
母

が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

　
手
当
額（
月
額
）に
つ
い
て

　

受
給
資
格
者（
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
や
母
な
ど
）

が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど

も
の
数
や
受
給
資
格
者
の

所
得
等（
所
得
限
度
額
表
）

に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

★
児
童
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給　
　

千　

円

４１

７２０

　

一
部
支
給　

９
千　

円
８５０

以
上　

千　

円
以
下

４１

７１０

　

★
児
童
２
人
以
上
の
加

算
額

　

２
人
目　

５
千
円

　

３
子
目
以
降　

１
人
に

※①・②には市税の滞納がないこと等、他に必要な条件・書類もあります。
　詳しくは本庁観光交流課（�６３－４０５９）にお問い合わせください。

つ
き
３
千
円

　

※
次
に
該
当
す
る
方
は
上
記
所
得
限
度
額
に
そ
れ
ぞ
れ
の

金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

①
本
人
所
得
で
、
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
、
老
人
扶
養
親

族
が
あ
る
と
き
は
、
該
当
者
１
人
に
つ
き　

万
円
、
特

１０

定
扶
養
親
族
が
あ
る
と
き
は
、
該
当
者
１
人
に
つ
き　
１５

万
円
。

　

②
扶
養
義
務
者
等
の
所
得
で
、
老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
と

き
は
、
該
当
者（
当
該
老
人
扶
養
親
族
の
ほ
か
に
、
扶
養

親
族
等
が
な
い
と
き
は
、
当
該
老
人
扶
養
親
族
か
ら
１
人

を
除
い
た
人
数
）１
人
に
つ
き
６
万
円
。

申
請
の
時
期
お
よ
び
支
給
開
始
月

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
申
請
の
時
期
お
よ
び
支
給
開
始
月
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
申
請
で
認
定
さ
れ
た
方
へ
の
最
初
の
支
給
は
、
本

年
８
月
分
か
ら　

月
分
を　

月　

日
に
支
給
し
ま
す
の
で
、

１１

１２

１０

　

月　

日
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

１１

３０

　
申
請
に
必
要
な
書
類

　

父
子
家
庭
の
皆
様
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
父
お
よ
び
該

当
す
る
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
々
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
添
付
し
て
い
た
だ

く
書
類
が
異
な
る
こ
と
と
、
申
請
時
に
不
足
書
類
が
あ
り
ま

す
と
受
け
付
け
が
で
き
な
い
た
め
、
申
請
前
に
次
の
窓
口
へ

相
談
の
う
え
必
要
書
類
を
確
認
し
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
相
談
窓
口

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係（
�
○６３
 

４
０
４
７
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課（
�
○８２
 

５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課（
�
○８４
 

４
８
１
４
）

★所得限度額表 （単位：円）
孤児等の養育者
配 偶 者
扶養義務者

本　　人扶養親族
等の数 一部支給全部支給

２，３６０，０００１，９２０，０００１９０，００００人

２，７４０，０００２，３００，０００５７０，０００１人

３，１２０，０００２，６８０，０００９５０，０００２人

３，５００，０００３，０６０，０００１，３３０，０００３人

３，８８０，０００３，４４０，０００１，７１０，０００４人

４，２６０，０００３，８２０，０００２，０９０，０００５人

父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののの
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当

父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶
養
手
当

８月分
　から

【補助対象者】 
　下記のＡおよびＢの条件をいずれも満たす方 
　 
　Ａ　平成22年４月１日から平成25年３月31日ま
　　での間に定住のため出水市内に転入した方、また
　　は、平成19年10月１日以後に離職された方 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　Ｂ　市外の事業所に、公共交通機関（定期券）を利
　　用して通勤している方 
　　（例：ＪＲ　おれんじ鉄道　バス　など） 

※この制度は、通学にはご利用いただけません。 
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※

※

※

※

※

※

※

※出水市病院事業職員

　

平
成　

年
４
月
１
日
付
け
で
採
用
予
定
の
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

２３

●
職
種
、
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受
験
資
格

・
採
用
に
当
た
っ
て
、「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
受
験
申
し
込
み
の
際
、
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

・
い
ず
れ
の
職
種
も
原
則
と
し
て
採
用
と
同
時
に
市
内
に
居
住
で
き
る
方
と
し
ま
す
。

●
試
験
日
時
お
よ
び
会
場

　

９
月　

日
（
日
）
受
付　

午
前
８
時
か
ら　
　

試
験
開
始　

午
前
８
時　

分
か
ら　

市
中
央
公
民
館

１９

３０

●
受
験
申
込
み
受
付
期
間

　

８
月
２
日
（
月
）
か
ら
同　

日
（
木
）
ま
で
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
と
し
ま
す
。
た
だ

２６

３０

１５

し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、
最
終
日
到
着
分
ま
で
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
験
手
続
き

　

受
験
申
込
書
（
本
庁
市
民
相
談
室
、
各
支
所
地
域
振
興
室
等
に
準
備
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
の
請
求
お
よ
び
提
出
は
、
郵
送
で
も
可
能
で

す
。
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、　

円
切
手
を
貼
付
し
た
あ
て

１２０

先
明
記
の
返
信
用
封
筒（
角
型
２
号
封
筒
：
Ａ
4
判
サ
イ
ズ
）を
同
封
の
上
、
総
務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
8
9
9
ー
0
2
9
2　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

本
庁
総
務
課
職
員
係

　
（
�
○６３
 

４
０
２
３
）

受験資格採用予定人員職種

　次のいずれの要件も満たす者とします。
①昭和５６年４月２日から平成元年４月１日
までの間に生まれた者
②学校教育法に基づく大学（短期大学を除
く。）またはこれと同等と認める大学等を
卒業した者（平成２３年３月までに卒業す
る見込みの者を含む。）
③７月２１日現在、受験者本人、受験者の配
偶者または受験者の二親等内の親族が出
水市に住所を有し、現に居住していること

５人程度
一般事務職
（区分Ａ）

　次のいずれの要件も満たす者とします。
①昭和６０年４月２日から平成５年４月１日
までの間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の
学力を有する者（平成２２年３月までに卒
業する見込みの者を含む。ただし、区分
Ａの受験資格②を有する者を除く。）
③７月２１日現在、受験者本人、受験者の配
偶者または受験者の二親等内の親族が出
水市に住所を有し、現に居住していること

２人程度
一般事務職
（区分Ｂ）

　次のいずれの要件も満たす者とします。
①昭和６０年４月２日から平成５年４月１日
までの間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の
学力を有する者（平成２３年３月までに卒
業する見込みの者を含む。）
③７月２１日現在、受験者本人、受験者の配
偶者または受験者の二親等内の親族が出
水市に住所を有し、現に居住していること。
④視力が両眼とも裸眼視力０．3以上にある
こと。
⑤色覚、聴力とも正常であること。

２人
消防職
（初級）

　次のいずれの要件も満たす者とします。
①昭和５６年４月２日以降に生まれた者
②保健師の免許を有する者または平成２２年
度実施の国家試験で取得する見込みの者

若干名保健師

　次のいずれの要件も満たす者とします。
①昭和４６年４月２日以降に生まれた者
②免許を有する者または平成２２年度実施の
国家試験で取得する見込みの者

８人程度看護師

若干名診療放射線技師

若干名臨床工学技士

３人程度理学療法士

２人程度作業療法士

若干名言語聴覚士

　昭和４６年４月２日以降に生まれた者で、
次のいずれかの要件を満たす者とします。
①診療情報管理士の資格を有する者
②医療情報技師の資格を有する者

若干名
医療情報
事務職

出
水
市
職
員
・
出
水
市
病
院
事
業
職
員
採
用
試
験

米ノ津地区夏祭り大会中止のお知らせ米ノ津地区夏祭り大会中止のお知らせ

　米ノ津地区夏祭り大会（毎年８月１６日

開催）は、お盆の伝統行事として先祖の

御霊と初盆を迎えた方々の供養を目的に、

新町自治会が実行委員会を組織し、これ

まで開催してきましたが、自治会の高齢

化と昨今の厳しい経済情勢等により諸準

備など運営が困難になったため、自治会

総会で本年の開催を中止することに決定

しました。

　なお、来年以降の開催については、大

会の見直しを行いながら決定していくこ

とになります。

問い合わせ先

　実行委員会事務局（�６７－１０１４）

　宮崎県内で発生しました家畜伝染病口蹄疫は、７月に

入り、宮崎市内で新たに発生するなど現在も予断を許さ

ない状況であることから、鹿児島県内、出水市内への感

染拡大防止に万全を期すため次のイベントは中止するこ

とになりました。

・夏祭りいずみ鶴翔祭

　問い合わせ先：夏祭りいずみ実行委員会事務局

　　　　　　　　（�６２－１３３７）

・高尾野夏祭り

　問い合わせ先：鶴の町商工会　高尾野本所

　　　　　　　　（�８２－１０６５）

・野田郷夏祭り

　問い合わせ先：鶴の町商工会　野田支所

　　　　　　　　（�８４－２０６２）
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おお らら せせ知知
　
「
薬
と
薬
の
相
互
作
用
」や「
薬

と
食
べ
物
の
相
互
作
用
」を
知
り
、

上
手
に
薬
と
付
き
合
う
方
法
を
身

に
付
け
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

８
月
３
日（
火
）午
後
２

時
か
ら
同
３
時　

分
ま
で

３０

場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

演　

題　
「
日
常
生
活
に
お
け
る

薬
の
使
い
方
と
注
意
点
〜
薬
の

作
用
と
食
べ
物
の
関
係
〜
」

講　

師　

出
水
郡
薬
剤
師
会
会
営

薬
局

　

管
理
薬
剤
師　

濱
田　

充　

氏

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
�
○６３
 

２
１
４
３
）

　

夏
休
み
に
集
め
た
標
本
の
な
か

で
、
自
分
で
調
べ
て
み
て
も
分
か

ら
な
か
っ
た
も
の
の
名
前
を
一
緒

に
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日

　

８
月　

日（
土
）、
同　

日（
日
）

２８

２９

※
昆
虫
の
名
前
を
調
べ
る
会
は　
２９

日（
日
）の
み
と
な
り
ま
す
。

時　

間　

午
前　

時
か
ら
午
後
４

１０

時
ま
で

開
催
場
所　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い

ず
み
１
階
研
修
室

対
象
者　

ど
な
た
で
も
。
た
だ
し

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
に
限
り
ま
す
。

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

８
月
２
日（
月
）か
ら

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
�
○６３
 

８
９
１
５
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
、

施
設
の
し
く
み
等
を
展
示
し
、
実

際
の
運
転
状
況
が
見
学
で
き
る
、

見
学
者
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
８
月　

日
に
は
、

２９

粗
大
ご
み
か
ら
修
理
再
生
さ
れ
た

自
転
車
や
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
な

ど
を
抽
選
で
、
ま
た
、
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
書

籍
・
衣
類
は
、
希
望
者
に
数
量
限

定
で
無
料
配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

抽
選
受
付
お
よ
び
展
示
期
間　

　

８
月
２
日（
月
）か
ら
同　

日
２９

（
日
）ま
で（
土
曜
、
日
曜
日
、　

祝
祭
日
を
除
く
）

抽
選
会
日
時

　

８
月　

日（
日
）

２９

　

９
時
開
場

　

９
時　

分
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

３０

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.ab.auone-net.jp/

̃hokusatu/

問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
リ
サ

　

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北

　

薩
（
�
○８４
 

４
１
１
１
）

　

市
内
の
６
組
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
を
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

日　

時　

８
月　

日（
日
）

２９

　

開
場　

時　

開
演　

時　

分

１３

１３

３０

場　

所　

市
音
楽
ホ
ー
ル

出
演
団
体　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
／
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
／

シ
ャ
ト
リ
オ
ン
／
Ｌ
Ｂ
／
ア
ミ

ク
ラ
ブ
／
Ｊ
Ｏ
Ｙ

入
場
料　

１
千
円

　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

　
（
�
○６３
 

２
１
０
６
）

薬
剤
師
講
演
会

エ
コ
リ
ア
北
薩

第
２
回
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

ししししししししししししししししししししし

催

し

ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

昆
虫
・
貝
・
植
物
の
名
前

を　

調
べ
る
会

お も し ろ 実 験 教 室
　小・中・高等学校の理科が大好きな先生方が、楽しんで学べる
科学実験を行います。みなさんも一緒に科学の不思議を体験し
てみませんか。
◎楽しい実験は次のとおり
　前半・スライムを作ろう　・種コプターと種グライダー
　　　・見える星座がすぐわかる星座早見（６日のみ）
　　　・よく飛ぶプラトンボ（７日のみ）　・－２００度の世界
　　　・けっこういいやつＣＯ２
　後半・身近なものを使って、酸素を作ってみよう！
　　　・ペットボトルの中で魚釣り！！　・ブーメランを飛ばそ
　　　　う！　・「偏光板」で遊ぼう！　・キラキラぶんぶんごま
　開 催 日　前半　８月６日（金）、同７日（土）
　　　　　　後半　８月８日（日）、同９日（月）
　時　　間　４日間とも午後１時３０分～同４時
　開催場所　クレインパークいずみ１階実験室・研修室　等
　対 象 者　どなたでも。ただし、小学２年生以下は保護者同伴
　　　　　　に限る。
　参 加 料　１００円　
　参加方法　事前に申し込む必要はありません。
　　　　　　当日ご来館ください。
　問い合わせ先　クレインパークいずみ（�６３－８９１５）

ペルセウス座流星群を観察しよう！
日　時　８月１３日（金）

　　　　午前２時３０分～同５時００分

　　　　（受け付けは夜中２時１５分から）

場　所　青年の家

内　容　流星群の観察では、広場に寝転び、ゆっくりと観察

してもらう予定です。望遠鏡や双眼鏡で木星や星

団の観察も行います。

　　　　流星群についての学習　午前２時４０分～同３時

　　　　流星群の観察　　　　　午前３時～同４時３０分

申込・問い合わせ先

　　　　青年の家（� ６３－２１３５）

　※参加料は無料です。誰でも参加できますが，未成年者は

保護者同伴に限ります。

　※天候不良の場合は中止します。その際は、青年の家から

電話で、１２日午後９時までに、申し込み全家庭に連絡し

ます。
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日　

時　

８
月　

日（
日
）

２２

　

開
場　

時　

開
演　

時　

分　

１３

１３

３０

場　

所　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善

　

セ
ン
タ
ー

曲　

目

◆
プ
ス
タ

　
（
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ロ
ー
ス
ト
）

◆
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
セ
レ
ク

シ
ョ
ン

◆
刑
事
ド
ラ
マ
・
テ
ー
マ
集

◆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

入
場
料　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

　

事
務
局
（
�
○６３
 

２
７
４
２
）

http://w
w
w
.geocities.jp/hokusatsu_sb/

日　

時　

８
月　

日（
木
）

１９

　

午
後
１
時

場　

所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　
（
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
内
）

内　

容　

　
「
ご
み
問
題
」に
つ
い
て
の
学
習
、

「
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
」の
作
品
作
り

な
ど

対
象
者　

市
内
の
小
学
４
年
生
か

ら
中
学
生
ま
で

定　

員　

先
着　

人
３０

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
�
○６３
 

４
０
４
２
）

応
募
資
格　

市
内
の
小
・
中
学
生

作
品
様
式　

四
つ
切
り
画
用
紙

　
（
た
て
が
き
）

表　

彰　

入
賞
者
に
は
賞
状
と
図

書
券
を
進
呈
し
ま
す
。
ま
た
、

最
優
秀
賞
の
作
品
で
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
、
市
内
に
掲
示
し
ま

す
。

締
切
日　

各
学
校
で
決
め
ら
れ
た

日
ま
で（
夏
休
み
期
間
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。）

応
募
方
法

　

各
学
校
で
ま
と
め
て
も
ら
い
ま

す
の
で
、
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
�
○６３
 

４
０
４
２
）

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

応
募
規
定

　

Ｂ
４
〜
Ｂ
３
判
の
用
紙
を
縦
で

使
用
の
こ
と
。
空
・
大
気
を
き

れ
い
に
す
る
こ
と
な
ど
を
呼
び

か
け
る
ひ
と
こ
と（
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
）を
必
ず
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

※　

月
の
掲
示
と
な
る
た
め
、
季

１２節
感
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

賞○
環
境
大
臣
賞（　

万
円
相
当
の

１０

賞
品
）

○
環
境
再
生
保
全
機
構
理
事
長
賞

（　

万
円
相
当
の
賞
品
）ほ
か

１０
締
切
日

　

９
月　

日（
火
）

１４

※
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

る
応
募
用
紙
を
プ
リ
ン
ト
し
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品

の
裏
面
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ

い
。

　

応
募
の
際
は
、
作
品
を
折
り
曲

げ
ず
に
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。、
著
作
権
は
当
主

催
者
に
帰
属
し
、
原
則
と
し
て

お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ポ
ス
タ
ー
図
案
な
ど
に
使
用
の

際
、
一
部
修
正
、
補
作
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」　

　

ポ
ス
タ
ー
募
集
事
務
局

　
（
�
０
３－

３
５
０
５－

８
２

１
１　

平
日
は　

時
か
ら　

時

１０

１８

ま
で
で
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日

除
く
）

http://w
w
w
.erca.go.jp/taiki/aoi-sora/

夏
休
み
環
境
施
設
見
学
会

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

ｉ
ｎ　

高
尾
野
２
０
１
０

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

募　

集

「
環
境
ポ
ス
タ
ー
」

作
品
募
集

「
平
成　

年
度
大
気
汚
染

22

防
止
推
進
月
間
ポ
ス

タ
ー
」作
品
募
集

第２８回全国都市緑化かごしまフェア

　第２８回全国都市緑化かごしまフェアが九州新幹線全線開業に合わ
せて、平成２３年３月１８日から５月２２日まで（６６日間）全県展開で開催
されます。
　本市では、出水駅周辺が緑化フェア協賛会場として、また、特産館
いずみと竹添農村公園が回遊拠点として選定されています。
　これらの会場では、本市の造園建設業協会、植木組合、緑花樹生産
協議会、山林樹苗共同組合、ＪＡ植木振興会、観光協会の６団体で組
織する「出水緑化フェア実行委員会」が、植木の特産地として地元の
特色を活かした樹木の植栽、花壇の整備を行います。
　６月２４日には、出水緑化フェア実行委員会が回遊拠点の特産館いず
み、竹添農村公園に緑化フェアモニュメントとプランターを設置しま
した。
　現在、メイン会場の吉野公園の前売入場券を販売しています。
　前売入場券を購入していただいた方には特典もありますので、ぜひ
ご購入の上、「花かごしま２０１１」にご来場ください。なお、サブ会場
の鹿児島ふれあいスポーツランドは無料です。
★メイン会場入場料
●普通入場券　前売券・・・５００円、当日券・・・８００円
　●全期間入場券（パスポート）と団体入場券には、前売券はありませ
ん。

【無料対象者】
　○高校生以下、１８歳未満および７０歳以上
　○障害者手帳等（身体、知的、精神、特定疾患）保持者とその介護
者１名

　○学校行事、団体旅行の引率職員および添乗員等
☆入場券販売所
　チケットぴあ／ファミリーマート／サークルＫ・サンクス（Ｐコー
ド９８６－８０８）／ローソン（Ｌコード８８７００）／第２８回全国都市緑化か
ごしまフェア実行委員会事務局等
問い合わせ先
　第２８回全国緑化かごしまフェア実行委員会（�０９９－２８６－２８５２）　
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おお らら せせ知知
テ
ー
マ

　

家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
社

会
な
ど
身
近
に
あ
る
思
い
や

り
・
優
し
さ
・
触
れ
合
い

規　

格　

▼
四
つ
切
り（
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
）

　

サ
イ
ズ

▼
Ｌ
サ
イ
ズ

賞○
最
優
秀
賞　

１
点

○
優
秀
賞　
　

数
点

※　

月
下
旬
に
発
表
、　

月
９
日

１１

１２

（
木
）表
彰

締
切
日

　
　

月　

日（
日
）

１０

３１

※
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法

　

題
名
・
撮
影
年
月
日
・
撮
影
場

所
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
可

○
モ
ノ
ク
ロ
お
よ
び
組
写
真
は
不

可
○
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
、
パ
ネ
ル
展
の
開
催
や

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
品
に
活
用
し

ま
す
。

○
入
賞
作
品
は
原
版（
ネ
ガ
な
ど
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

思
い
や
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

係（
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内

支
局
内
）

　
（
�
０
９
９
６－

２
２－

２
３

０
０
）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
な
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類　

○
教
養
学
部

○
大
学
院

出
願
締
切

　

８
月　

日（
火
）　

３１

問
い
合
わ
せ
先　

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー
（
�
０
９
９－

２
３
９－

３
８
１
１
）　

 　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

出
水
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で

は
、
水
源
の
森
づ
く
り
の
た
め
、

草
刈
り
を
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

時　

８
月　

日（
日
）

２２

　

午
前
９
時
か
ら
同　

時
ま
で　

１１

　
（
小
雨
決
行
）

場　

所　

嶽
ダ
ム

対
象
者　

小
学
生
以
上

　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
員　
　

人
程
度

１００

申
込
締
切　

８
月　

日
（
水
）

１８

そ
の
他

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る

べ
く
乗
り
合
い
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
軽
食
を
準
備
し

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
ダ
ム
湖

の
周
回
道
路
を
開
放
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ダ
ム
湖
周
辺

の
自
然
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

　
（
�
○６３
 

４
０
５
７
）

野
田
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振

興
グ
ル
ー
プ

　
（
�
○８４
 

４
８
１
６
）

思
い
や
り
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
募
集

放
送
大
学　

月
入
学
生

１０

募
集

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

文化祭の参加者を募集

　文化祭の参加者を募集します。平成２２年度も、出水地域、高尾野地
域、野田地域ごとに開催します。各地域ごとに募集期間や申込先が
異なりますのでご注意ください。なお、一人で複数の出演や出品は
ご遠慮ください。また、出水地域の舞台発表は、文化会館改修工事の
ため来年３月開催の予定です。

申込・
問い合わせ先

募集期間
開催場所

開催日地域の区分
展示発表舞台発表

市野田農村
環境改善セ
ンター
（�８４－２０２６）

 9月 1 日(水)
～同30日(木)

野田体育館
野田農村環
境改善セン
ター

10月30日(土)

野田地域

10月31日(日)

市中央公民
館
（�６３－２１０６）

 8月 2 日(月)
～同31日(火)

総合体育館

11月 6日(土)

出水地域

11月 7日(日)

市高尾野公
民館
（�８２－５４５１）

 9月 1 日(水)
～同30日(木)

高尾野体育
館

高尾野農村
環境改善セ
ンター

11月13日(土)

高尾野地域

11月14日(日)
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11 広報いずみ ２０１０（平成２２年）８月号

おお らら せせ知知

　

平
成　

年
１
月
５
日（
水
）に
開

２３

催
さ
れ
る
平
成　

年
出
水
市
成
人

２３

式
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
協

力
し
て
成
人
者
記
念
行
事
の
企
画

お
よ
び
運
営
に
参
加
し
て
み
た
い

新
成
人
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
平
成
２
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

一
生
に
一
度
き
り
の
、
こ
の
年

齢
で
し
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
申
し
込
み
は
１
人
で
も
、
友

だ
ち
を
誘
っ
て
グ
ル
ー
プ
単
位
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
方
の
お

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
締
切

　

８
月　

日（
火
）

３１

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

（
�
○６３
 

２
１
０
６
）

高
尾
野
教
育
支
所
生
涯
学
習
室

（
�
○８２
 

５
４
５
１
）

野
田
教
育
支
所
生
涯
学
習
室　

（
�
○８４
 

２
０
２
６
）

対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
医
学
部
に
在
学
す
る
大
学
生

○
臨
床
研
修
を
受
け
て
い
る
医
師

○
大
学
院
で
医
学
を
専
攻
し
て
い

る
医
師

募
集
人
員　

２
人

貸
与
額　
　

万
円
／
月

１５

貸
与
期
間

　

大
学
、
大
学
院
を
卒
業
す
る
ま

で
、
ま
た
は
臨
床
研
修
を
終
了

す
る
ま
で
の
間
で
、
希
望
す
る

期
間

返
還
の
免
除

　

貸
与
を
受
け
た
期
間
と
同
期
間

　

を
医
師
と
し
て
当
病
院
事
業
に

　

勤
務
し
て
い
た
だ
く
な
ど
条
件

　

を
満
た
し
た
場
合
は
、
全
額
ま

　

た
は
一
部
の
返
還
が
免
除
さ
れ

　

ま
す
。　

申
込
期
限　

　

募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営

企
画
課
（
�
○６７
 

１
６
１
１
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

主
に
鹿
児
島
大
学
と
熊
本
大
学
か

ら
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
平
成　

年
１６

度
に
医
師
の
研
修
制
度
が
改
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
両
大
学
病
院

も
医
師
が
不
足
す
る
と
い
っ
た
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
当
院
の
医
師
も
減
少
し
、
診
療

科
に
よ
っ
て
は
休
診
や
週
に
１
回

の
み
の
診
療
に
制
限
さ
れ
て
し
ま

う
な
ど
深
刻
な
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
各
方
面
に
医
師
招
へ

い
を
働
き
か
け
、
医
療
体
制
の
充

実
を
図
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
様
方
か
ら
の
情

報
提
供
を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま

す
。

　

特
に
内
科
医
に
関
し
て
の
医
師

招
へ
い
に
つ
な
が
る
よ
う
な
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

経
営
企
画
課

（
�
○６７
 

１
６
１
１
）

平
成　

年
成
人
式
実
行

23

委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
募

集

医
師
招
へ
い
に
つ
な
が
る

情
報
を
募
集

医
師
修
学
資
金
貸
与
制

度
の
修
学
生
を
募
集

�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������

�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������

「男女共同参画地域協働推進講座」受講生募集
　　県では県内各地域において、男女共同参画に関する理解の
浸透を図るとともに、県や市町村と協働して男女共同参画の
推進に取り組む人材を育成するために必要な知識と手法を学
ぶ講座を開催します。
○日時および内容
９月１１日（土）　９：３０～１６：３０
・鹿児島県における男女共同参画の推進について
・男女共同参画社会についての基本的考え方
・配偶者等からの暴力等について
・鹿児島県男女共同参画センター事業の紹介
９月２６日（日）　９：３０～１６：２０
・地域づくりと協働論
・男女共同参画社会と人権
・男女共同参画の視点を磨く（事例研究）

○場　所　　かごしま県民交流センター大研修室第１
○受講資格　県内に居住し、地域における男女共同参画の推進

に関心のある方
○定　員　　４０人程度
○受講料　　無料
○申込締切　８月２０日（金）
○申込方法　本庁企画政策課に備え付けの申込書に必要事項を

記載のうえ、郵送、ファックスまたは電子メールで
お申し込みください。また、託児所がありますの
で、ご利用ください。

○申込・問い合わせ先
　　かごしま県民交流センター　ハーモニー推進課
　　（�０９９－２２１－６６０３・ＦＡＸ０９９－２２１－６６４０）
　　電子メール：harmony＠kagoshima-pac.jp

県立野田女子高等学校生涯学習県民大学講座
　「いろどり（彩）講座」（ニュースポーツ・ＥＭ菌を使っての家

庭菜園・パソコンに挑戦）の受講生を募集

☆実施日　　９月１３日（月）

　　　　　　　　開校式・ニュースポーツに挑戦（１回）

　　　　　　９月２１日・同２８日・１０月５日・同１２日（火）

　　　　　　　　ＥＭ菌を使って家庭菜園に挑戦（４回）

　　　　　　１０月１９日・同２６日・１１月２日・同９日・同１６日（火）

　　　　　　　　パソコンに挑戦（５回）

☆時　間　　午後６：３０～同８：３０

☆場　所　　県立野田女子高等学校

☆定　員　　２０人

　　　　　　　※基本的に毎回参加できる方を募集します。

☆受講料　　無料（ただし、実費については自己負担）

☆申込締切　８月２０日（金）

☆申込方法

　　　　　　住所・氏名・年齢・電話番号をご記入の上、ＦＡＸ

かはがきでお申し込みください。

☆申込・問い合わせ先

　　　　　　〒８９９－０５０２　出水市野田町下名５４５４番地

　　　　　　県立野田女子高等学校　生涯学習県民大学講座係

　　　　　　（�８４―２０７４・ＦＡＸ８４―２１６１）
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おお らら せせ知知
応
募
資
格

　

人
格
円
満
で
社
会
的
信
望
が
あ

り
、
健
康
な
人
で
あ
っ
て
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
ま

た
は
旧
大
学
令
に
基
づ
く
大
学

に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の

指
定
す
る
社
会
福
祉
に
関
す
る

科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
方

②
社
会
福
祉
主
事
と
し
て
、
２
年

以
上
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
方

③
①
ま
た
は
②
に
準
ず
る
人
で
、

相
談
員
と
し
て
必
要
な
学
識
経

験
を
有
す
る
方

仕
事
の
内
容

①
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
被
保

護
者
等
の
生
活
相
談
に
対
す
る

助
言
指
導　

②
被
保
護
者
等
の
自
立
に
必
要
な

支
援

③
そ
の
他
、
出
水
市
福
祉
事
務
所

長
が
必
要
と
認
め
る
業
務

募
集
人
員　

１
人

申
込
締
切　

８
月　

日
（
月
）

１６

申
込
方
法　

　

履
歴
書
に
写
真
を
貼
っ
て
、
直

　

接
持
参
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課（
�
○６３
 

４
０
４
８
）

　

禁
煙
に
つ
い
て
「
も
う
や
め
た

い
」「
や
め
た
い
け
ど
自
信
が
な

い
」
と
、
お
悩
み
の
方
へ
保
健
師

が
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

対
象
者

　

禁
煙
に
関
心
の
あ
る
市
内
に
居

　

住
さ
れ
る
方
で　

歳
以
上　

歳

４０

６４

　

以
下
の
方

支
援
期
間

　

禁
煙
開
始
日
よ
り
３
カ
月
間

募
集
人
員　

先
着　

人
１０

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　
　

月
１２

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
�
○６３
 

２
１
４
３
）

　

が
ん
対
策
推
進
の
一
環
と
し
て

子
宮
頚
が
ん
お
よ
び
乳
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳

を
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
８
月
上
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
す
で
に
、
今
年
度
子

宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
申
し
込

ん
で
い
る
方
に
は
、
後
日
検
診
の

お
知
ら
せ
お
よ
び
問
診
票
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
の
で
検
診
受
診
時
に
、

問
診
票
と
一
緒
に
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
節
目
検
診
（
平
成　

年
２３

３
月　

日
現
在
の
年
齢
が　

歳
・

３１

２０

　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

２５

３０

３５

４０

４５

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・

５０

５５

６０

６５

　

歳
の
方
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が

７０ん
検
診
の
自
己
負
担
金
が
無
料
）

は
、
従
来
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

○
子
宮
頚
が
ん

　
　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・

２０

２５

３０

３５

　
　

歳　
　
　
　

４０
○
乳
が
ん

　
　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・

４０

４５

５０

５５

　
　

歳　
　
　
　
　

６０

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の

２２

　

年
齢
）

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
�
○６３
 

２
１
４
３
）

禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相

談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

相

談

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

ららららららららららららららららららららら

せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

お

知

ら

せ

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

募集項目 

自衛官候補生 
（男子） 

自衛官候補生 
（女子） 

一般曹候補生 
（男・女） 

航 空 学 生 
（男・女） 

看 護 学 生 
（男・女） 

防衛大学校学生 
（男・女） 

防衛医科大学校 
学　生 
（男・女） 

応募資格 

１８歳以上 
２７歳未満の男子 

１８歳以上 
２７歳未満の女子 

１８歳以上 
２７歳未満の者 

１８歳以上 
２７歳未満の者 

高卒（見込み含む） 
２４歳未満の者 

高卒（見込み含む） 
２１歳未満の者 

受付期間 試   験   日 

８月１日（日）～ 
　９月１０日（金） 

９月７日（火）～ 
　１０月１日（金） 

高卒（見込み含む） 
２１歳未満の者 

受付時にお知らせします。 

９月２６日（日）～同２９日（水） 

１次 ９月１８日（土） 
２次 １０月７日（木）～同１４日（木） 
　　　（指定された日） 

１次 ９月２３日（木） 
２次 １０月１６日（土）～同２１日（木） 
　　　（指定された日） 
３次 １１月１３日（土）～１２月１６日（火） 
　　　（指定された日） 

１次 １０月２３日（土） 
２次 １１月２０日（土） 
　　　または同２１日（日）　 

１次 １１月６日（土） 
　　　および同７日（日） 
２次 １２月１４日（火）～同１８日（土） 
　　　（指定された日）　 

１次 １０月３０日（土） 
　　　および同３１日（日） 
２次 １２月　８日（水）～同１０日（金） 
　　　（指定された日）　 

＊年齢は、平成２３年４月１日現在 
問い合わせ先　本庁市民生活課生活環境係（　６３－４０４２） 
 　　　　　　　自衛隊鹿児島地方協力本部 薩摩川内出張所（　０９９６－２２－２４０１） 

平成22年度 自衛官募集案内 

生
活
保
護
面
接
相
談
員

を
募
集
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
平
成　
１７

年
５
月
以
降
厚
生
労
働
省
の
通
知

に
よ
り
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え

て
き
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
よ

２２

り
３
歳
児
に
対
し
て
積
極
的
勧
奨

を
再
開
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
１
期
初
回　

　
　
　
　
　
　
　
（
２
回
接
種
）

○
平
成　

年
８
月
１
日
か
ら
平

１８

成　

年
７
月　

日
ま
で
の
間

１９

３１

生
ま
れ
た
幼
児
に
対
し
て
は

今
回
通
知
を
行
い
ま
す
。

○
平
成　

年
８
月
１
日
以
降
に

２２

３
歳
に
な
る
幼
児
に
対
し
て

は
３
歳
に
な
る
誕
生
月
の
翌

月
に
通
知
し
ま
す
。（
今
年
度

は
、
平
成　

年　

月　

日
生
ま

１９

１２

３１

れ
ま
で
の
幼
児
に
通
知
を
し

ま
す
。）

○
４
歳
か
ら
７
歳
６
カ
月
ま
で

の
幼
児
お
よ
び
児
童
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
て

は
、
接
種
履
歴
を
確
認
後
、
予

診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
１
期
追
加

　
　
　
　
　
　
（
１
回
接
種
）

７
歳
６
カ
月
未
満
で
、
日
本
脳

炎
１
期
初
回
２
回
目
の
接
種
終

了
後
、
約
１
年
後
に
接
種
を
し

ま
す
。

た
だ
し
、
旧
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
現
在
の
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
出
来
ま
す

が
、
事
例
が
無
い
こ
と
か
ら
理

解
の
う
え
接
種
を
し
て
く
だ
さ

い
。

日
本
脳
炎
２
期

　
　
（
９
歳
以
上　

歳
未
満
）

１３

現
在
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン　

（
乾
燥
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
）
は
、
第
２
期
に
使
用
す
る

ワ
ク
チ
ン
と
し
て
は
法
的
な
位

置
づ
け
が
な
い
た
め
、
現
時
点

で
は
定
期
の
予
防
接
種
と
し
て

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

接
種
に
関
し
て
厚
生
労
働
省
よ

り
通
知
が
あ
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

７
歳
６
カ
月
を
超
え
、
接
種
機
会

を
逃
が
し
た
児
童

現
在
、
国
で
検
討
中
で
す
の
で
、

厚
生
労
働
省
よ
り
通
知
が
あ
り

次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
現
時
点
で
は
定
期
の
予

防
接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予

防
係（
�
○６３
 

４
０
４
３
）

　

保
護
者
を
始
め
と
し
た
県
民
予

防
接
種
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

接
種
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
鹿
児
島
県
医
師
会
、
鹿
児

島
県
小
児
科
医
会
、
鹿
児
島
県
の

主
催
に
よ
り
、「
鹿
児
島
県
子
ど
も

予
防
接
種
週
間
」が
７
月　

日
か

３１

ら
８
月
７
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
４
日
を「
は
し
か

の
日
」と
し
て
、「
は
し
か
」を
中
心

に
予
防
接
種
で
防
げ
る
感
染
症
の

撲
滅
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
予
防
接
種
を
さ
れ
る
際

は
、
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予

防
係（
�
○６３
 

４
０
４
３
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

（
�
○８２
 

５
４
２
２
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
�
○８４
 

４
８
１
３
）　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

積
極
的
勧
奨

鹿
児
島
県
子
ど
も
予
防

接
種
週
間

中
学
中
学
3
年
生
年
生
ま
で
の
 

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

医
療
費
助
成
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
 

中
学
3
年
生
ま
で
の
 

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
 

　
１０
月
１
日
の
診
療
分
か
ら
「
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
」
が 

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。 

制度改正の概要 
 

登
録
等
の
申
請
手
続
に
つ
い
て 

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
手
続
き
を
し
て

受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

　
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
全

世
帯
に
配
付
さ
れ
る
「
助
成
対
象
者
一
覧
」

を
ご
確
認
の
上
、
申
請
等
必
要
な
方
は
早

め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
小
学
3
年
生
以
下
の
児
童
の
い
る
世
帯 

　
で
、
現
在
の
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制

　
度
の
受
給
資
格
者
証
を
既
に
持
ち
、
内

　
容
変
更
等
が
な
い
場
合
は
申
請
の
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の

　
児
童
の
い
る
世
帯
は
、
必
ず
申
請
が
必

　
要
で
す
。 

　（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
・
重
度

　
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
・
生
活
保
護

　
の
対
象
児
童
は
除
き
ま
す
。
） 

　
資
格
証
は
9
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。 

　 

　
　
●
受
付
期
間
　
・
8
月
2
日
（
月
）
か
ら
9
月
3
日
（
金
）
ま
で
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く 

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
＊
8
月
23
日
（
月
）
か
ら
9
月
3
日
（
金
）
ま
で
は
本
庁
の
み
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
７
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
） 

　
　
●
受
付
場
所
　
　
本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係
　
⑥
番
窓
口 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
　
　
　
④
番
窓
口 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
　
　
　
　
②
番
窓
口 

　
　
● 

問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
本
庁
こ
ど
も
課
　
子
育
て
支
援
係
（
　 

63 

4
0
4
7
） 

 

名　称 

対象年齢等 

助成内容 

乳幼児等医療費助成制度 
現　行 

小学３年生まで 

子ども医療費助成制度 
改正後 

中学３年生（１５歳）まで 

医療費の一部負担金を 

一律全額助成 

・0歳～小学就学前 
　　医療費の一部負担金を全額助成 
・小学１年生～３年生 
　　一箇月の医療費の一部負担金の 
　　額から３，０００円を控除した額 
・非課税世帯は年齢区分に関らず 
　一部負担金を全額助成 

（容器代・食事
代・部屋代等の
保険外について
は対象外） 

※ 
休
日
や
夜
間
な
ど
の
受
診
は
、
救
急
の
場
合
を
除
き
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
配
付
し
た
「
子
ど
も
の
緊
急
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

８
月　

日　

出
水
ふ
れ
あ
い
市
開
催

２８

午
前
８
時
〜　
　

　

場
所　

出
水
公
会
堂
周
辺

８
月
の
お
さ
か
な
市
は
開
催
し
ま
せ
ん
。　

　

次
回
は
９
月　

日
開
催

１１
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乳
幼
児
に
重
い
後
遺
症
を
引
き

起
こ
し
た
り
、
死
亡
に
至
る
お
そ

れ
が
高
い
重
篤
な
感
染
症
で
あ
る

細
菌
性
髄
膜
炎
等
を
予
防
す
る
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
８
月
１
日
か
ら
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
特
有
の
が
ん
で
あ

る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
費
用
の
一
部
助
成
も
併
せ
て

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は

任
意
接
種
で
あ
り
、
副
反
応
等
に

つ
い
て
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
等

に
ご
相
談
の
う
え
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

一
部
助
成
の
方
法

○
指
定
医
療
機
関
で
接
種
を
す
る

場
合

　

指
定
医
療
機
関
に
委
任
申
請
書

を
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
後
、

予
防
接
種
料
金
に
つ
い
て
は
、

一
部
助
成
費
用
分
を
差
し
引
い

た
金
額
を
窓
口
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
な
お
、
医
療
機
関
に

行
か
れ
る
際
は
、
母
子
健
康
手

帳
、
印
鑑
、
保
険
証
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を

す
る
場
合

　

指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を

す
る
場
合
は
、
全
額
医
療
機
関

の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
市
の
窓
口
で
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
申
請

に
来
ら
れ
る
際
は
、
領
収
書
、

接
種
を
確
認
で
き
る
も
の
、
印

鑑
、
振
込
口
座
の
確
認
が
で
き

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予

防
係（
�
○６３
 

４
０
４
３
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ　

入
院
さ
れ
た
と
き
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
食
事
代
の
減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
入
院
し
た
と
き
に
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
本
庁（
⑧
番
窓
口
）、
高
尾
野
支
所（
③
番
窓
口
）ま
た
は
野
田
支
所（
①
番

窓
口
）の
健
康
保
険
係
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
年
７
月
以
前
か
ら
入
院
し
て
上
記
認
定
証
（
平
成　

年
度
分
）
の
交
付
を
受
け
て
い

２１

る
方
で
、
本
年
８
月
以
降
も
引
き
続
き
入
院
さ
れ
る
方
は
、
８
月
中
に
平
成　

年
度
分
の
更
新
手

２２

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
減
額
認
定
証
の
提
示
が
遅
れ
た
場
合
は
、
食
事
代
の
減
額
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
住
民
税
課
税
世
帯
と
な
ら
れ
た
場
合
は
、
８
月
以
降
の
減
額
認
定
証
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
請
の
時
期　
　
　
　
　

８
月
１
日
以
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
月
の
途
中
で
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら

適
用
に
な
り
ま
す
。

○
減
額
の
対
象
者　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
場
合
：
同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課
税
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
場
合
：
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方

○
申
請
に
必
要
な
も
の　
　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
と
印
鑑
※
注
」

　

更
新
の
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
１
年
以
内
に　

日
以
上
入
院
し
て
い
る
方
は
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
（
領
収
書

９１

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
注　

後
期
高
齢
者
の
方
は
、
広
域
連
合
へ
の
申
請
書
等
に
押
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
入

院
中
ま
た
は
入
院
予
定
の
被
保
険
者
本
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
た
方
も
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

　

住
民
税
課
税
世
帯
の　

歳
未
満
の
方
が
入
院
さ
れ
る
と
き
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療

７０

機
関
に
提
示
さ
れ
る
と
、
窓
口
で
の
支
払
い
は
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。
現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
き
続
き
入
院
さ
れ
る
方
も
８

月
中
に
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
所
得
の
増
減
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
が
減
免
さ
れ
ま
す

　

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
災
害
等
に
よ
り
資
産
等
に
重
大
な

損
害
を
受
け
た
と
き
、
ま
た
は
事
業
、
業
務
の
休
廃
止
お
よ
び
失
業
（
自
発
的
失
業
ま
た
は
定
年

に
よ
る
退
職
を
除
く
。）
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
資
産
、
融
資
等
の
活
用
を
図
っ
て
も

な
お
生
活
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

は
、
減
免
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
減
免
等
の
期
間　
　
　
　

申
請
月
を
含
め
て
３
月
以
内

○
申
請
に
必
要
な
も
の　
　

①
生
活
状
況
申
告
書
、
②
給
与
証
明
書
、
③
同
意
書
、
④
そ
の
他
申

請
理
由
を
証
明
す
る
資
料

※
申
請
様
式
は
、
い
き
い
き
長
寿
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
健
康
保
険
係
（
�
○６３
 

４
０
４
１
）

予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成

接種内容

子宮頸がんワクチン小児肺炎球菌ワクチンヒブワクチンワクチン名

市内に住所を有す
る１２歳から１４歳の
女児

市内に住所を有する生後２カ月から４
歳の乳幼児助成対象

３回

初回接種
生後２カ月～６カ月（４回）

初回接種
生後２カ月～６カ月（４回）

助成接種回数
（接種開始年齢
により回数が
違います。）

初回接種
生後７カ月～１１カ月（３回）

初回接種
生後７カ月～１１カ月（３回）

初回接種　１歳（２回）
初回接種
１歳～４歳（１回） 初回接種

２歳～４歳（１回）

１回７，５００円１回４，５００円１回３，５００円一部助成費用
（定額）

※ただし、平成２２年度は平成２２年４月１日以降に５歳および１５歳になった方も助成します。

指定医療機関
子宮頸がん小児用肺炎球菌Hib連絡先医療機関名

○○○８２－００６５朝倉医院

○○○６７－１６１１出水総合医療センター

○○○６３－３１５１市川医院

○６３－７０１１おかだクリニック

○○○８２－３９９８奥田蘇明会医院

○○○６３－７７０７キッズクリニック

○６２－８６００楠元内科医院

○○○６４－１５００こどもクリニック永松

○○○６７－２６００境田医院

○６２－０００９白男川クリニック

○○○６４－１１８７せき耳鼻咽喉科クリニック

○○６７－５５６０つかさとクリニック

○○○８２－００４８恒吉医院

○○○６２－０１６７二宮医院

○６２－１５５９広瀬産婦人科医院

○○○６３－２３３３三慶医院

○６４－２１０１友愛クリニック

○○○６２－３１１１吉井中央病院

○○○６２－０１７０吉田耳鼻咽喉科医院

○○○８４－２００５来仙医院

※必ず医療機関に直接予約を入れてください。
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���������������������������

日　

時　

８
月　

日
（
木
）

１２

　

午
後
０
時　

分
か
ら
同
４
時　

３０

３０

分
ま
で

場　

所　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル

内　

容　

　

企
業
と
の
就
職
面
接
会
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
職
業

相
談
、
専
門
職
員
に
よ
る
農
・

林
・
水
産
業
相
談
、
県
内
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
等

対
象
者

　

鹿
児
島
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
・
県
内
へ
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方
。
ま
た
、
平
成　

年
３

２３

月
卒
業
見
込
み
の
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
等
の
学
生
（
高
校
生

は
除
く
。）
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

　

事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
面
接
の
際
は

履
歴
書
が
必
要
で
す
の
で
、
必

要
数
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
ふ
る
さ
と
人
材
相
談

室（
鹿
児
島
県
雇
用
労
政
課
内
）

　
（
�
０
９
９－

２
５
０－

６
８

５
５
）

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
財
産
を
相

続
や
遺
贈（
遺
言
に
よ
っ
て
財
産

を
譲
る
こ
と
）に
よ
っ
て
も
ら
っ

た
場
合
に
は
、
相
続
税
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に

よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
お
よ
び
相

続
時
精
算
課
税
の
適
用
を
受
け
て

贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
価

額
の
合
計
額
か
ら
債
務
や
葬
式
費

用
の
金
額
を
控
除
し
、
相
続
開
始

前
３
年
以
内
の
暦
年
課
税
に
係
る

贈
与
財
産
の
価
額
を
加
算
し
た
正

味
の
遺
産
額
が
基
礎
控
除
額
を
超

え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
額
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
相
続
税
の
申
告
お
よ
び
納
税

が
必
要
と
な
り
、
そ
の
期
限
は
相

続
人
の
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら　

カ
月
以
内
で
す
。

１０

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署（
�
○６２
 

０
２
０
０
）

http://w
w
w
.nta.go.jp

加
入
で
き
る
人

①
出
水
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
方

②
市
外
に
居
住
す
る
学
生
で
保
護

者
が
①
の
方

③
季
節
的
出
稼
ぎ
の
た
め
、
市
外

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

共
済
有
効
期
間

　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら
平
成

２２

　

年
６
月　

日
ま
で（
７
月
１

２３

３０

日
以
降
の
申
込
者
は
、
会
費
納

入
の
日
の
翌
日
か
ら
有
効
）

見
舞
金
の
申
請

　

見
舞
金
を
申
請
で
き
る
期
間
は
、

交
通
事
故
の
日
か
ら
１
年
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

４
０
４
２
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

生
活
グ
ル
ー
プ

（
�
○８２
 

５
４
１
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
グ
ル
ー
プ（
�
○８４
 

４
８
１
３
）

対
象
者

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
、

ま
た
は
重
い
後
遺
障
害
が
残
っ

た
方
の
お
子
様
（
中
学
校
卒
業

ま
で
）

貸
付
金
額

○
一
時
金　

万
５
千
円

１５

○
月
額
２
万
円　

○
入
学
支
度
金
４
万
４
千
円

※
自
動
車
事
故
に
よ
り
重
い
後
遺

障
害
が
残
っ
た
方
に
は
、
介
護

料
の
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
交
通
事

故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
�

０
５
７
０－

０
０
０
７
３
８
）

http://w
w
w
.nasva.go.jp/

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
�
か

ご
し
ま
�
＆
県
内
就
職
合

同
面
接
会

財
産
を
相
続
し
た
と
き

交
通
災
害
共
済
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

貸
付
制
度
に
つ
い
て

最
高
２
０
０
万
円
の
支
援

　

〜
出
水
市
地
場
産
業
起
業
支
援
事
業
補
助
制
度
創
設
〜

　
　
　

　

市
で
は
、
新
た
に
食
料
品
製
造
業
を
創
業
さ
れ
る
法
人
に
対
し
ま

し
て
、
創
業
時
の
事
業
対
象
資
金
の
２
分
の
１（
上
限　

万
円
）を
補

２００

助
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
た
な
地
場
産
業
の
起
業
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

地
場
産
業
の
育
成
と
雇
用
の
創
出
や
企
業
誘
致
に
も
つ
な
げ
、
さ
ら

に
は
、
農
・
商
・
工
連
携
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

補
助
の
条
件
の
概
要

○
法
人
で
あ
る
こ
と
。

○
本
市
内
に
立
地
し
、
食
料
品
製
造
業
の
創
業
を
行
う
こ
と
。

○
当
該
事
業
所
の
正
規
社
員
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

○
製
造
主
要
品
目
の
原
材
料
と
し
て
、
本
市
内
の
地
場
産
品
を
利

用
す
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
商
工
労
政
課
企
業
誘
致
対
策
室

　
（
�
○６３
 

４
０
４
０
）

　
　

台
風
前
に
看
板
の
点
検
を
！

　

本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
が
設
置
ま
た
は
管
理
さ
れ
て
い

る
看
板
な
ど
の
広
告
物
が
、
強
風
や
老
朽
化
に
よ
り
、
落
下
・
転
倒
し
、
歩
行
者
や
車
両
の

通
行
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
広
告
物
の
安
全
点
検
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

補
修
、
補
強
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
屋
外
に
広
告
物
を
表
示
す
る
際
は
、
原
則
と
し
て
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
新
た
に
広
告
物
を
設
置
さ
れ
る
方
は
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係
（
�
○６３
 

４
０
６
３
）

交通災害共済の状況
（平成２１年度）

加入者　　　　　３１，３７７人
会費収入額　１１，２９５，７２０円
支払実績
　死亡見舞金　　　　５件
　　　　　　　５，０００千円
　傷害見舞金　　　１０７件
　　　　　　　４，７９９千円
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浄
化
槽
法
で
は
、
適
正
な
使
用
、

保
守
点
検
、
清
掃
が
行
わ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
き
れ
い
な
水
が
放

流
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法

定
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

検
査
は
、
知
事
が
指
定
し
た
検

査
機
関
で
あ
る（
公
財
）鹿
児
島
県

環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
員
が

事
前
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
た
検
査

日
に
お
伺
い
し
、
現
場
で
の
検
査

と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
持
ち
帰
っ

て
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。（
契
約

し
て
い
る
保
守
点
検
業
者
が
行
う

保
守
点
検
と
は
別
の
も
の
で
す
。）

　

つ
き
ま
し
て
は
、
検
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、
受
検
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
検
査
機
関
以
外
に

よ
る
検
査
案
内
や
事
前
通
知
無
し

で
の
検
査
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
不
審
に
思
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
総
合
運
動
公
園
内
の
道
路
お
よ
び

市
道
八
坊
グ
ラ
ウ
ン
ド
線
の
通
行
規
制

　

米
ノ
津
川
河
川
激
特
事
業
に
伴
い
、
市
総
合
運
動
公
園
内
の
道
路
等
の

工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
次
の
と
お
り
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
通
行
規
制
期
間
も
市
野
球
場
、
庭
球
場
お
よ
び
多
目
的
広
場
は

利
用
で
き
ま
す
。　

通
行
規
制
箇
所
（
位
置
図
参
照
）

市
総
合
運
動
公
園
内
の
道
路
、
市
道
八
坊
グ
ラ
ウ
ン
ド
線
の
一
部

通
行
規
制
期
間　

　

９
月
か
ら　

月
ま
で（
予
定
）

１２

通
行
規
制
時
間

○
片
側
交
互
通
行

　

８
時
か
ら　

時　

分
ま

１７

３０

で（
他
の
時
間
帯
は
対

面
通
行
で
す
。）

○
全
面
通
行
止
め　

終
日

通
行
規
制
時
の
注
意
点

※
施
設
を
利
用
さ
れ
る
際

の
車
両
の
進
入
は
、
文

化
会
館
前
の
公
園
入
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
工
事
期
間
中
は
、
交
通

誘
導
員
お
よ
び
迂
回
路

表
示
板
等
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画

管
理
係（
�
○６３
 

４
０
６

３
）

浄
化
槽
の
法
定
検
査
受
検

新幹線夜間走行試験ご協力のお願い

　ＪＲ九州では九州新幹線全線開業にあわせ、現在営

業列車で使用している８００系新幹線車両が山陽区間を

走行することを計画しております。これに伴い山陽区

間を走行するのに必要な車両性能を有していることを

事前に確認するため夜間走行試験を以下の内容で計画

していますのでお知らせします。

試験区間　　川内車両基地～新水俣駅

試験期間　　８月１１日（水）から９月６日（月）までの間

で１０日程度

※試験時間は午前０時ごろから同６時ごろまでを計画

しています。

　試験期間中は、沿線の皆様方に何かとご迷惑をおか

けいたしますが、趣旨をご理解の上、ご協力をお願

いします。

問い合わせ先

　九州旅客鉄道株式会社　鉄道事業本部新幹線部　

　新幹線環境対策室

　　（�０９２－４７４－２３７９）

　　（ＦＡＸ０９２－４７４－７２４８）

内　容
機器の点検・調整・害虫の駆除や
消毒薬の補充などを行います。

保守
点検

設置工事や保守点検を含めた維
持管理が適正になされているか
を確認し、水質検査や外観検査、
書類検査を行います。

法定
検査

合併処理
浄化槽

単独処理
浄化槽

検査料金

６，０００円４，０００円定期検査
（５～１０人槽）

問い合わせ先
　本庁下水道課（�６３－４０７１）
　（公財）鹿児島県環境検査センター
　（�０９９－２２３－３１８５）

　
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
地
域
住
民
が
共
同
で
行
う
道
路
や
水

路
の
整
備
に
対
し
て
、
左
表
の
と
お
り
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
整
備
を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
地
域
の
受
益
者
負
担
が
伴
い
ま
す
の
で
、

地
域
関
係
者
の
合
意
の
も
と
自
治
会
長
名
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
こ
の
事
業
は
、
平
成
23
年
度
の
事
業
実
施
と
な
り
ま
す
。 

事　業　名 

申込期限 

申込方法 

問い合わせ先 

助成内容 

道　路 

水　路 

助成 
対象 

里道等整備補助金交付事業 

補助対象経費の７５％の補助金交付 

身
近
な
道
路
や
水
路
を
、自
分
た
ち
の
手
で
整
備
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

身
近
な
道
路
や
水
路
を
、自
分
た
ち
の
手
で
整
備
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

身
近
な
道
路
や
水
路
を
、自
分
た
ち
の
手
で
整
備
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

１現に交通の用に供されている里道また
　は私道であること。（ただし、袋小路
　の私道は対象外） 
２関係者の総意をもって整備の要望がな
　されていること。 
３宅地開発において整備された私道につ
　いては、整備後２０年以上経過してい
　ること。 
４次の条件を満たす道路であること。 
　①幅員１ .５ｍ以上（拡幅して１ .５ｍ
　　以上になるものを含む） 
　②沿線に２戸以上の人家があること。 
　③整備延長３０ｍ以上 
 
公有財産の水路およびこれと一体となっ
た水路であること。 
 
　　　　９月３０日（木） 
 
交付基準等により助成できない場合があ
りますので、詳しくは、各担当窓口へお
問い合わせください。 
 
本庁道路河川課 
　（　６３－４０６９） 
高尾野支所産業建設課建設グループ 
　（　８２－５４２８） 
野田支所産業建設課建設グループ 
　（　８４－４８１８） 
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おお らら せせ知知
　

労
働
力
調
査
は
、
我
が
国
の
失

業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
、
総
務

省
統
計
局
が
都
道
府
県
を
通
じ
て

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
統
計
理
論
に
従
っ
て

無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯
の　

歳
１５

以
上
の
方
で
す
。
調
査
対
象
に
選

定
さ
れ
た
皆
様
の
お
宅
に
統
計
調

査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
、
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
広
報
統
計
係

　
（
�
○６３
 

４
０
３
４
）

　

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
改
正
す

る
法
律
に
よ
り
、
船
員
保
険
の
職

務
上
疾
病
・
年
金
部
門
が
労
災
保

険
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
仕
事
中
ま
た
は
通

勤
中
の
怪
我
や
病
気
の
補
償
は
、

労
災
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
船
員
保
険
独

自
の
給
付
と
労
災
保
険
の
給
付
水

準
を
上
回
る
部
分
の
給
付
は
、
引

き
続
き
船
員
保
険
か
ら
給
付
さ
れ

ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

《
労
災
保
険
》

鹿
児
島
労
働
局
労
働
基
準
部
労

災
補
償
課

（
�
０
９
９－

２
２
３－

８
２

８
０
）

《
船
員
保
険
》

全
国
健
康
保
険
協
会
船
員
保
険

　

部
（
�
０
５
７
０－

３
０
０－

８

０
０
）

　

景
観
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

建
築
物
の
建
築
な
ど
の
行
為
で
、

　

月
１
日
以
降
に
着
手
す
る
も
の

１０に
つ
い
て
は
、
景
観
法
に
基
づ
く

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
い
ず
み
の
景
観
に
つ
い
て
」ま
た

は「
広
報
い
ず
み
」４
月
号
か
ら
６

月
号
に
３
回
に
分
け
て
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
届
け
出
に
際
し
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
と
の
事
前
協
議
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
都
市
計
画
課
建
設
政
策
係

　
（
�
○６３
 

４
０
８
６
）

http://w
w
w
.city.izum

i.kagos
him
a.jp/izum

i07/17keikan.as
p

　

県
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
啓

発
放
送
や
新
聞
広
告
、
じ
ん
け
ん

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
の
開
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
集

中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
に

関
す
る
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課
（
�
０

　

９
９－
２
８
６－

２
５
７
４
）

出
水
市
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式

　

故　

來
仙　

氏
に
名
誉
市
民
称
号
を
追
贈

『
出
水
市
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式
』
が
、
７
月

３
日
、
市
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式
に
先
立

ち
、
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
故
來
仙　

氏
に
名
誉
市
民
称
号
が
追

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
市
民
称
号
は
、
永
年
に
わ
た
り
公
共

の
福
祉
の
増
進
、
教
育
文
化
の
向
上
お
よ
び

社
会
公
益
上
に
偉
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
に

贈
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、

渋
谷
市
長
が

「
來
仙　

様
の

御
功
績
を
永
く

顕
彰
し
、
そ
の

郷
土
愛
の
精
神

を
将
来
に
わ
た

り
引
き
継
い
で

い
き
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
た

後
、
ご
遺
族
に

名
誉
市
民
称
号

記
、
名
誉
市
民

章
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

労
働
力
調
査
を
ご
理
解

の
上
、
ご
記
入
く
だ
さ

い船
員
保
険
制
度
の
一
部

が
労
災
保
険
制
度
に
統

合

景
観
法
に
基
づ
く
届
出

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す

８
月
は
人
権
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間

御　

功　

績　

医
師
と
し
て
地
域
の
医

療
や
福
祉
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
、
出
水
郡
医
師
会

会
長
お
よ
び
同
会
議
長

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
体
育
の
振

興
に
お
い
て
も
、
本
市
は

も
と
よ
り
、
出
水
地
区
の

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
拡
大

や
競
技
力
向
上
の
た
め
、

出
水
地
区
体
育
協
会
会

長
や
県
下
一
周
駅
伝
出

水
地
区
運
営
委
員
長
等

を
務
め
ら
れ
、
各
種
競
技

団
体
の
組
織
化
や
指
導

体
制
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
個
々
の
選
手
発

掘
や
育
成
、
そ
し
て
運
営

に
お
い
て
も
全
面
的
な

援
助
を
、
永
年
に
わ
た
り

続
け
ら
れ
、
関
係
者
ば
か

り
で
な
く
地
域
住
民
か

ら
も
大
き
な
信
頼
を
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
図
書
館
や

学
校
等
へ
の
図
書
や
備

品
の
寄
贈
、
市
へ
の
山
林

の
寄
附
等
、
行
政
や
学
校
、

関
係
団
体
に
対
し
て
も
、

一
生
涯
を
通
し
て
手
厚

い
援
助
を
続
け
て
来
ら

れ
ま
し
た
。

 
來  
仙 　
 　
 　

氏　

ら
い 
せ
ん 

た
か
し

（
医
師
・　

歳
・

８８

野
田
町
下
名
）
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か
ら
だ
を
動
か
し
て
い
ま

す
か

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

に
は
、
１
日
７
千
歩
か
ら
１
万

歩
は
歩
く
程
度
の
活
動
を
す
る

こ
と
が
好
ま
し
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
っ
か
り
食
べ
て
、

し
っ
か
り
体
を
動
か
し
た
方
が
、

動
脈
硬
化
を
防
げ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
年
を
取
っ
て
か
ら
も
、
元

気
で
い
る
た
め
に
は
、
青
壮
年

期
か
ら
体
を
動
か
す
習
慣
を

も
っ
て
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た

だ
い
た
方
の
中
で
、
７
千
歩
以

上
歩
い
て
い
る
人
は
、
４
分
の

１
程
度
で
、
千
歩
か
ら
３
千
歩

程
度
の
人
が
半
分
を
占
め
て
い

ま
す
。

  　

分
歩
く
と
約
千
歩
と
言
わ
れ

10て
い
ま
す
。
ま
と
め
て
歩
か
な

く
て
も
、
こ
ま
め
に
朝
夕
体
を

動
か
し
て
合
計
す
る
と
１
万
歩

で
も
大
丈
夫
で
す
。

  
毎
日
は
忙
し
く
て
無
理
だ
と
い

う
場
合
は
、
週
末
に
、
半
日
た
っ

ぷ
り
時
間
を
と
っ
て
、
汗
ば
む

程
度
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 50

  
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
、
運
動

を
日
常
生
活
に
習
慣
化
し
、
無

理
な
く
運
動
量
を
増
や
す
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
注
）夏
場
の
運
動
時
は
、
水
分

補
給
が
重
要
で
す
。
運
動
の
種

類
や
天
気
、
気
温
に
も
よ
り
ま

す
が
、
活
動
前
に　

分
ほ
ど
か

30

け
て
、　

か
ら　

㏄
を
摂
り
、

２５０

５００

運
動
中
に
も
少
量
ず
つ
同
程
度

飲
む
こ
と
が
好
ま
し
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
運
動
後
は
、
汗

の
量
を
目
安
に
補
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
や

ジ
ュ
ー
ス
類
は
水
分
補
給
に
は

適
し
て
い
ま
せ
ん
。
水
や
麦
茶
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
上
手
に

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

認知症サポーター養成講座申し込み  

参加者の声 

平成２１年度  
５カ所（社会福祉協議会職員、民生委員会、 
公開講座の市民等）参加人員 ２７７人  
平成２２年度（６月現在）２カ所（婦人会） 

サポーター養成講座実施状況  サポーター養成講座実施状況  サポーター養成講座実施状況  認知症サポーターとは… 

認知症サポーター養成講座申し込み  認知症サポーター養成講座申し込み  

参加者の声  参加者の声 

☆公開講座による認知症サポーター養成講座は平成２３年２月頃開催予定です。詳しくは後日お知らせします。 

　自治会、婦人会、老人会、事業所などさまざまな団体からの申し込みや少人数でも受け付けます。お気軽
にお申し込み下さい。 
申込先 
　認知症サポーター養成講座事務局（本庁いきいき長寿課高齢者支援係出水市地域包括支援センター内） 
 （　６３─４０４６、６３─２４７７）  

＊講座を受講して、一番悲しく不安なのは本人だと知り、
　対応を考えるべきだと気付きました。 
＊認知症の方のサポートは、ちょっとした心配りで誰にで
　も出来るのだとわかりました。 
＊温かい目で見守る人を養成し、認知症に理解のある地域
　にして欲しい。していきたい。 
　　　（講座終了後のアンケートより抜粋）  Ｈ22.3.17 第5回認知症サポーター養成講座 

認知症サポーターをご存じですか？  認知症サポーターをご存じですか？  
　尊厳を持って最後まで自分らしくありたい。今、全国で「認知症を知り地域を作る10カ年」キャンペーン中です。出水
市でも認知症高齢者が増加傾向に有ります。認知症を理解し、本人や家族を温かく見守り支援する認知症サポーター
を一人でも増やし認知症になっても安心して暮らせる地域づくりを目指しましょう。 

　尊厳を持って最後まで自分らしくありたい。今、全国で「認知症を知り地域を作る10カ年」キャンペーン中です。出水
市でも認知症高齢者が増加傾向にあります。認知症を理解し、本人や家族を温かく見守り支援する認知症サポーター
を一人でも増やし認知症になっても安心して暮らせる地域づくりを目指しましょう。 

「なにか」特別なことをやる人
ではありません。認知症を理解
した、認知症の方や家族への「
応援者」です。  

一日にどれくらい歩いていますか 

1,000歩程度 
210人（27％） 

3,000歩程度 
207人（27％） 

5,000歩程度 
118人（15％） 

10,000歩以上 
71人（9％） 

無回答71人（9％） 

7,000歩 
程度 
94人 
（12％） 

（平成20年度アンケート調査結果） 

Title:18お知らせ.ec6 Page:18  Date: 2010/07/31 Sat 11:54:18 
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＝
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ
＝

こ
ん
な
時
に
は
、
こ
ん
な
手
続

き
を

○
住
所
、支
払
機
関
を
変
え
る
と　

き
　

住
所
や
支
払
機
関
を
変
更
す
る

と
き
は
、
速
や
か
に
「
年
金
受
給

権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

（
は
が
き
）
を
最
寄
り
の
年
金
事

務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を

提
出
し
な
い
と
、
年
金
の
支
払
額

を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
な
ど
の

年
金
に
関
す
る
大
切
な
書
類
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
希
望
す
る
支
払

機
関
で
年
金
が
受
給
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
支
払
機

関
を
変
更
す
る
と
き
は
、
そ
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
通
帳

の
記
号
番
号
に
つ
い
て
証
明
を
受

け
て
か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
払
機
関
に
信
用
組
合
・
農
業

協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
年
金
の

振
り
込
み
が
で
き
な
い
店
舗
が

あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
の
振
り

込
み
を
扱
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

確
か
め
て
か
ら
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

 

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁
市
民
生
活
課

　
　

住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
�
２
１
１
１
）

イ
ラ
ク
通
貨
（
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー

ル
）
に
関
す
る
取
引
に
ご
注
意
！

　

最
近
、
高
齢
者
を
狙
っ
て
、
イ

ラ
ク
通
貨
に
関
す
る
取
り
引
き
を

持
ち
掛
け
る
業
者
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
業
者
は
、
電
話
な
ど
で
、

「
イ
ラ
ク
の
通
貨（
イ
ラ
ク
デ
ィ

ナ
ー
ル
）を
今
買
え
ば
、
将
来
、
高

騰
し
て
、
円
に
両
替
し
た
と
き
に

儲
か
る
」な
ど
の
誘
い
文
句
で
契

約
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
被
害
を

受
け
た
人
の
相
談
内
容
を
見
る
と
、

実
際
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ

り
ま
す
。

�
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
を
円
に
両

替
す
る
こ
と
は
、
他
の
通
貨
で

あ
る
ド
ル
や
ユ
ー
ロ
に
比
べ
て
、

極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
。
こ

の
理
由
は
、
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー

ル
が
国
際
通
貨
で
は
な
い
た
め

で
す
。

�
不
確
定
で
あ
る
通
貨
価
値
を
、

「
必
ず
高
騰
す
る
」
と
断
定
す

る
な
ど
、
問
題
の
あ
る
説
明
が

目
立
つ
。

�
実
際
の
通
貨
価
値
に
対
し
て
、

著
し
く
暴
利
で
販
売
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。

�
未
公
開
株
の
詐
欺
な
ど
と
同
用

に
、「
劇
場
型
」や「
被
害
回
復

型
」の
手
口
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

１
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
の
購
入
は
、

慎
重
に
慎
重
を
重
ね
る
こ
と
。

２
高
齢
者
や
以
前
、
投
資
詐
欺
の

被
害
に
あ
っ
た
人
な
ど
は
、
特

に
注
意
す
る
こ
と
。

３
消
費
者
の
個
人
的
な
情
報
を
も

と
に
勧
誘
す
る
業
者
の
話
は
、

信
用
し
な
い
こ
と
。

４
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
相
談  

窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
本

庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

２
１
１
１　

内
線　

）ま
１３５

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報
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※
支
払
機
関
の
変
更
の
手
続
き
が
、

年
金
の
支
払
日
前
１
カ
月
以
内

の
場
合
、
変
更
後
の
口
座
に
年

金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き

　 　
「
年
金
証
書
」
を
汚
し
た
り
、

な
く
し
た
り
し
た
と
き
は
、「
年

金
証
書
再
交
付
申
請
書
」
を
最
寄

り
の
年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

 　
「
年
金
証
書
」は
年
金
を
受
け
る

権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
す
。各
種
の
届
け
出
や
年
金
相
談

の
と
き
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

○
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

　　

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、「
年

金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
」（
氏
名

変
更
届
）
を
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、「
氏
名
変
更
届
」
の
証

明
欄
に
市
長
の
証
明
を
受
け
る
か
、

ま
た
は
「
氏
名
変
更
届
」
に
戸
籍

の
抄
本
か
住
民
票
を
添
付
し
、
必

ず
「
年
金
証
書
」
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 
※
今
月
は
２
回
あ
り
ま
す
。

相
談
日  
８
月　

日
（
水
）

11

場　

所　

野
田
支
所
別
館
大
会
議

　
　
　
　

室

相
談
日  
８
月　

日
（
水
）

25

場　

所　

本
庁
３
階
大
会
議
室    

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

10

　
　
　
　
　

０
時　

分
ま
で

15

　
　
　
　

▼
午
後
１
時
か
ら
同
3

　
　
　
　
　

時
ま
で

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金  

      　
　

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
年
金
事
務
所
職
員

 
※
な
お
、
込
み
合
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
てててててててててて

知
っ
て
て

よよよよよよよよよよ
かかかかかかかかかか
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた
！！！！！！！！！！

よ
か
っ
た
！
　

消
費
生
活
情
報

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

　午前９時３０分～午後４時（正午から午後１時までを除く）

　本庁市民生活課内（�６３－２１１１ 内線135）

○水曜日

　午前９時３０分～正午

　野田支所市民福祉課内（�６３－２１１１ 内線741）

○水曜日

　午後１時３０分～同４時

　高尾野支所市民福祉課内（�６３－２１１１ 内線453）
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図書館を使った
調べる学習賞

コンクール入賞作品

知
の
宝
庫　

図
書
館

　

図
書
館
で
は
、
文
学
は
も
ち
ろ
ん
、
趣
味
・

娯
楽
・
経
済
・
科
学
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の

ご
希
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
書
籍
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
本
の
種
類

も
、
単
行
本
・
文
庫
本
・
新
書
を
は
じ
め
、

世
界
中
の
知
識
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
百
科
事

典
や
、
地
方
で
出
版
さ
れ
る
貴
重
な
郷
土
資

料
の
収
集
・
保
存
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
読
書
」
に
は
、
知
識
を
広
げ
、
人
生
を
豊

か
に
す
る
力
が
あ
り
、
そ
れ
を
手
助
け
す
る

の
が
図
書
館
の
第
一
の
使
命
で
す
が
、
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
、

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
百
科
事
典
を
は
じ
め
、
統
計
資
料
、

年
鑑
、
図
鑑
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
駆
使

し
て
、
お
客
様
の
疑
問
を
解
決
す
る
お
手
伝

い
を
す
る
も
の
で
す
。
今
月
は
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

Ｑ
「
九
州
は
沖
縄
を
除
い
て
７
県
し
か
な
い

の
に
、
ど
う
し
て
九
州
と
い
う
の
で
す

か
？
」

Ａ
「
昔
は
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・

豊
前
・
豊
後
・
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
の
９
カ

国
に
分
か
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。（
ベ
ス
ト

図
解
百
科
よ
り
）」

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
お
客
様

の
疑
問
・
質
問
や
、
調
査
・
研
究
に
対
し
、

図
書
館
の
資
料
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

専
門
の
職
員
（
司
書
）
が
、
本
の
知
識
と
経

験
を
生
か
し
、
目
的
の
資
料
を
探
し
出
し
ま

す
。（
た
だ
し
、
医
療
・
健
康
相
談
、
古
美
術

の
鑑
定
な
ど
、
一
部
お
答
え
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
な

ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
簡
単
に
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
ひ
と
つ
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、
目

的
の
答
え
を
手
に
し
た
と
き
の
喜
び
は
大
き

く
、
問
題
解
決
力
を
養
う
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
？
（
は
て
な
）」
と
思
っ
た
ら
図
書
館
へ
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

夏
休
み
の
自
由
研
究
を
図
書
館
で
！

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
は
、植
物
の
成
長
を

観
察
し
た
り
、実
験
を
し
た
り
、工
作
を
し
た

り
な
ど
、道
具
を
使
っ
て
行
う
も
の
が
主
流

で
す
が
、あ
る
事
柄
に
つ
い
て
、図
書
館
で
調

査
し
た
こ
と
を
自
由
研
究
と
し
て
、レ
ポ
ー

ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

夏
休
み
期
間
中
、中
央
図
書
館
で
は
、自
由

研
究
に
関
す
る
本
と
、「
図
書
館
を
使
っ
た
調

べ
る
学
習
賞
コ
ン
ク
ー
ル（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
図
書
館

の
学
校
主
催
）」の
過
去
の
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
。自
由
研
究
や
調
べ
学
習
の
ヒ
ン
ト

が
、き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
！

　

毎
朝
の
読
書
タ
イ
ム（　

分
間
）は
、と
っ

１０

て
も
楽
し
い
一
時
。中
で
も
水
曜
日
は
、職
員

に
よ
る「
読
み
聞
か
せ
」（
全
職
員
３
人
輪
番

制
）。「
先
生
は
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
く
だ
さ

る
か
な
」と
心
待
ち
。６
月
は
図
書
や
教
育
実

習
の
先
生
に
読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。「
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
読
書
」「
親
も
子
も
週
に
一
度
は

本
を
手
に
」が
合
い
言
葉
。

と思ったら…図書館で調べよう!!

学
校
の
読
書
活
動 

蕨
島
小
学
校
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図書館だより 図書館だより 図書館だより 

＜平成２２年８月　移動図書館運行表＞

【一般書】

『奇跡のリンゴ』
石川　拓治　著 

　　　　　　　　幻冬社

図書館員おすすめの本 図書館員おすすめの本 
【児童書】

『ダンゴムシ』
皆越　ようせい　作・写真 
　　　　　　　 　ポプラ社

運行日
運行時間ステーション名

８　月

３日
１７日

１０：００～１０：２０西之口団地公民館
第１・３
火曜日 １４：３０～１４：５０ラ・フォンテいずみ

１５：００～１５：２０鹿島公民館

４日
１８日

９：４０～１０：００江内北部コミュニティーセンター

第１・３
水曜日

１０：１０～１０：３０東辺田公民館前
１０：４５～１１：０５尾野島浜公民館
１４：１０～１４：３０茶円堀住宅

５日
１９日

９：４０～１０：００鶴亀タウン
第１・３
木曜日 １０：１０～１０：３０米ノ津駅前広場

１０：４５～１１：０５福ノ江公民館

６日
２０日

９：４０～１０：００栗毛野公民館
第１・３
金曜日
　

１０：１０～１０：３０江川野公民館
１０：４５～１１：０５内野々下公民館
１４：１０～１４：３０菅原神社（荘上・荘下）

１０日
２４日

９：５０～１０：１０千本付住宅広場

第２・４
火曜日

１０：２０～１０：４０平和団地集会室
１４：２０～１４：４０鹿島住宅広場
１４：５５～１５：１５ウッドタウン公民館

１１日
２５日

９：５０～１０：１０元町公民館第２・４
水曜日 １０：２０～１０：４０今釜西公民館

１２日
２６日

１０：４０～１１：００受口公民館
第２・４
木曜日 １４：１０～１４：３０屋地公民館

１４：４０～１５：００熊野神社前

１３日
２７日

１４：１０～１４：４０鶴水園第２・４
金曜日 １５：００～１５：２０加紫久利住宅広場

　「絶対不可能」を覆した
農家木村秋則の記録。 
　農薬が作られた後、品
種改良を行ってきたリン
ゴは、農薬を使わなけれ
ば絶対に育てられない。
無農薬栽培で９年間途絶
えた収入、子供たちに食
べさせると彼と妻は粥さ
えも口にできない生活。 
　それでもあきらめない
彼と家族・・・ 
　読むと生きる力がわい
てくる１冊です。

　 落ち葉の下や石の下
など身近に見かけること
の多いダンゴムシ。 
　この本は、写真でわか
りやすくおもしろい生態
を綴っています。 
　この本を読んだら、い
つも見かけるダンゴムシ
が愛しく思えるかもしれ
ません。

≪幼児・小学生≫
●　「かずのえほん　いくつかな？」　　谷川俊太郎　作
●　「なんかのケロくん」　　山下明生　作
●　「小さな王さまとかっこわるい竜」　　なかがわちひろ　作・絵
●　「ねずみさんのおかいもの」　　多田ヒロシ　作・絵
●　「ちいさなあめふりぐも」　　せなけいこ　作・絵
●　「にんにくにきち　はしる！」　　飯野和好　作・絵
●　「二人の小さな家」　　シーリア・ウィルキンズ　作
●　「はなかっぱのだいぼうけん」　　あきやまただし　著
●　「クラゲ大図鑑」　　並河洋　監修
●　「世界の島大研究」　　長嶋俊介　監修

・・・等
≪中学生・高校生≫
●　「アイデアはどこからやってくる？」　　岩井俊雄　著
●　「１５歳の寺子屋　ひとり遊びのススメ」　　茂木健一郎　著
●　「図書室からはじまる愛」　　パドマ・ヴェンカトラマン　著・

・・等
≪一般≫
　著
●　「マルガリータ」　　村木嵐　著
●　「雨心中」　　唯川恵　著
●　「光待つ場所へ」　　辻村深月　著
●　「老猿」　　藤田宜永　著
●　「終わらざる夏　上・下」　　浅田次郎　著
●　「小福歳時記」　　群ようこ　著
●　「思い出コロッケ」　　諸田玲子　著
●　「写楽　閉じた国の幻」　　島田荘司　著
●　「夜の底は柔らかな幻　上・下」　　恩田陸　著
●　「私の神様」　　小手鞠るい　著
●　「化石の愛」　　池永陽　著
●　「禁断」　　今野敏　著
●　「バイバイ、ブラックバード」　　伊坂幸太郎　著
●　「夜行観覧車」　　湊かなえ　著
●　「そんな日の雨傘に」　　ヴィルヘルム・ゲナツィーノ　著

・・・等

新新新新新新新新新新ししししししししししいいいいいいいいいい本本本本本本本本本本のののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介新しい本の紹介（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定））））））））））（予定）

＜開館時間・休館日＞

８月のおはなし会・親子読書会

８月の休館日開 館 時 間

２日、９日、
１６日、２３日、
３０日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
　午前９時～午後６時

中央図書館 
（�６３－２１０５）

６日、１３日、
２０日、２７日　午前９時～午後６時

高尾野図書館
（�８２－５４５２）
野田図書館
（�８４－３１００）

○中央図書館　【おはなしのへや】
４日（水）、１１日（水）、１８日（水）、２５日（水）日　時 午後４時から

○高尾野図書館　【おはなしのへや】
２日（月）、９日（月）、１６日（月）、２３日（月）、３０日（月）日　時 午後４時から

○野田図書館　【おはなしのじかん】
５日（木）、１２日（木）、１９日（木）、２６日（木）日　時 午後４時から

○高尾野図書館　親子読書教室　【すくすく】

今月はお休み日　時

○高尾野図書館　【Hello,English ！英語と遊ぼう】
７日（土）、２１日（土）、２８日（土）日　時 午前１０時から

○中央図書館　【だっこＤＥえほん】
２８日（土）日　時 午前１０時から
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フォトニュース ＨＯ
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ＨＯ
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ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
放
流

北
さ
つ
ま
漁
協

　北さつま漁協出水支所（波戸親志支所長）主催で、
６月１０日、ヒラメの稚魚放流が野口漁港でありまし
た。
　放流したのは、約８．４センチの稚魚約４万匹。本
事業は毎年恒例となっており、蕨島小学校の児童が
参加しました。児童らは元気に泳いでいく稚魚に歓
声を上げていました。

　６月１７日、蕨島小学校の児童が蕨島近海で魚釣り
を体験しました。本事業は食農教育の一環として、
地域の漁師の指導・協力を得て、２０年近く取り組ん
でいるものです。
　当日は天気にあまり恵まれませんでしたが、一人
当たり５、６匹のカサゴを釣るなど、約２時間の釣
りは大漁でした。

魚
釣
り
に
夢
中

蕨
島
小
学
校

故
郷
い
ず
み
を
歌
に

前
田
瑠
美
さ
ん

　本市（石坂自治会）出身の前田瑠美さんがアルバム
「霧島連山」発売ＰＲで、６月１７日、市長を表敬訪
問しました。
　本アルバムに収録されている「鶴の口笛」には曲中
にツル、出水平野、米ノ津川、大楠など出水にちな
んだ歌詞があります。
　前田さんは九州ツアーを開催中です。

　手植えによる田植えを通して、子ども達に農業に
関心を持ってもらい、また自治会の活性化を目的と
し、西出水小学校の児童を含む約１３０人が田植えを
体験しました。
　本イベントは横尾、山下、溝下、上松の４自治会
で構成している文化地区むらづくり会（鳥里幸治会
長）が主催。
　子ども達は泥んこになりながらも夢中になり、田
植えを楽しんでいました。

み
ん
な
で
田
植
え

文
化
地
区
む
ら
づ
く
り
会

若
い
力
の
集
結

青
年
団
体
交
流
会
が
発
足

　出水地区８青年団体で構成する出水地区青年団体
交流会（三宅雅弘会長）の発足式が６月８日、開催さ
れました。
　本会は、市内の各種青年団体の連絡協調を密にし、
各団体の活動の活性化を図るとともに、会員相互の
親睦と融和ならびに地域社会の発展へ寄付すること
を目的とし発足。会では各団体の紹介などがあり、
他団体同士で親睦を深めていました。

野
球
で
交
流

出
水
市
・
周
南
市

　本市と友好都市である山口県周南市との交流事業
として、６月２０日、周南市で高等学校野球大会が開
催されました。
　出水商業高校が招待校として周南市を訪問。
　大会では徳山高校・徳山商工高校と対戦し、両市
の交流にふさわしい好ゲームとなりました。
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口
蹄
疫
対
策
に
寄
付

九
電
出
水
営
業
所

　本市の口蹄疫対策に使ってもらいたいと、６月
２３日、九州電力株式会社出水営業所（井之上賢一所
長）から寄付がありました。
　いただいた寄付は口蹄疫対策に有効に活用させ
ていただきます。
　今後も口蹄疫対策にご理解とご協力をよろしく
お願いします。

　親元を離れ、異年齢集団の中で生活体験や通学体
験を通し、自立心や協調性を養うことを目的とした
出水ふるさと学寮が６月２６日から７月３日までの８
日間、開催されました。
　市内２中学校、９小学校から３２人が参加。
　子どもらは慣れない生活に四苦八苦しながらも、
楽しく学寮を体験しました。　

親
元
離
れ

ふ
る
さ
と
学
寮

新
幹
線
全
線
開
業
ま
で

出
水
駅

　来春３月に全線開業する九州新幹線を盛り上げよ
うと出水市観光協会（宗像義政会長）が、ＪＲ出水駅
構内にカウントダウンボードを設置しました。
　６月２５日、除幕式があり、全線開業まであと９カ
月と表示された真新しいボードがお目見え。式に出
席した関係者３０人が設置を祝いました。　　

　水源の森づくりに関心を持ってもらおうと、６月
２７日、東光山公園で下刈り作業がありました。
　作業には約１００人が参加。参加者は公園周辺約
１．３ヘクタールの下刈り作業に、汗を流しました。
　本事業は出水市みどり推進協議会（渋谷俊彦会長）
が主催し、今年度で６回目を数えます。　

下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

出
水
市
み
ど
り
推
進
協
議
会

だ
っ
こ
Ｄ
Ｅ
え
ほ
ん

中
央
図
書
館

　０歳児から３歳くらいまでの乳幼児とその保護者を
対象に絵本の読み聞かせや指あそびを行う「だっこＤ
Ｅえほん」が６月２６日、中央図書館で開催されました。
　本事業は今年新規事業であり、毎月第４土曜日に開
催されており、事前申し込みもなく気軽に参加できま
す。

オ
レ
ン
ジ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
初
優
勝

女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　６月２７日、出水市女性ソフトバレーボール大会が
開催され、総勢４０チーム（２２０人）が参加しました。
　柔らかいバレーボールを使っての４人制でのゲー
ムで、熱戦が繰り広げられました。
　第１回大会から出場しているオレンジＪＡＰＡＮ
（外薗紀子キャプテン）が見事、祈願の初優勝しまし
た。
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ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
寄
付

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会

　関東ふるさと出水会（中村節会長）から、スポーツ
を通して児童の健全育成や教育振興に役立ててほし
いと市内１４の全小学校へ、ドッジボールの寄付があ
りました。
　７月７日、米ノ津小学校で贈呈式があり、教育長
から児童代表へボールが渡され、お礼の言葉を述べ
ました。　

　種まきから田植え、収穫までの一連の農作業体験
を通して農作業の大変さや楽しさを学ぶことを目的
とした事業がＮＰＯ法人ロマンランド北さつま（松
ヶ野正行理事長）主催で実施されました。
　７月１０日、市内の児童、保護者が田植えを体験。
　秋には豊作になるよう気持ちを込めて、丁寧に苗
を植えていました。　

豊
作
を
願
っ
て

ロ
マ
ン
ラ
ン
ド
北
さ
つ
ま

交
流
大
会
出
場

米
ノ
津
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

　出水地区大会で見事優勝し、鹿児島県代表として
８月２０日から２２日まで沖縄県で開催される第３０回九
州ブロックスポーツ少年団ソフトボール交流大会に
出場することになった米ノ津バッファローズスポー
ツ少年団（花園靖夫監督）が、７月８日、出場報告を
市長へ行いました。
　小原大地キャプテン（６年生）は「鹿児島県の代表
として恥ずかしくない試合をしたいです」と力強く
話してくれました。

　７月１０日、大規模な土石流災害によって２１人の尊
い命が失われた日から１３年がたった針原川災害復興
記念公園で犠牲者慰霊献花式がありました。
　住民や行政関係者ら約１００人が参列。
　犠牲者のめい福を祈り、参列者全員で黙とうを捧
げ、防災への決意を新たにしました。

祈
り

針
原
慰
霊
献
花
式

訓
練
あ
れ
ば
憂
い
な
し

国
道
５
０
４
号
高
尾
野
ト
ン
ネ
ル

　国道５０４号の高尾野トンネル内で車両事故が発生
したことを想定し、７月５日、消防、警察、市、県
の４つの組織が連携をとり防災訓練を実施しました。
　本番さながらの訓練に関係者は迅速かつ正確に取
り組んでいました。　

　第２７回全日本少年野球九州地区大会で、見事準優
勝し全国大会へ九州代表として出場する、米ノ津中
学校（稲留慎一郎校長）が、７月２０日に全国大会の出
場報告を市長に行いました。
　全国大会は「中学生の甲子園」と称され、神奈川県
の横浜スタジアムで８月２３日から２６日まで、ブロッ
ク大会を勝ち抜いたクラブで日本一を目指し開催さ
れます。

い
ざ
全
国
大
会
へ

米
ノ
津
中
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セキュリティタウン　安心の街　いずみ 

交通事故発生状況
　出水警察署管内 （６月１日～同３０日）

※（　）内の数字は前年同月比

負傷者死　者発生件数

２８人
（＋１）

０人
（±０）

２３件
（＋４）

出 水 市

２２５人
（＋１９）

６人
（＋２）

１７０件
（＋１８）

平成２２年
の 累 計

出水市防犯協会 63-1500 

　８月に入りました。小・中・高校生のみなさんは、どん 
な夏休みを過ごしていますか。 
　平成 21年中に出水市では 188人の青少年が補導されま
した。内67人が喫煙、119人が深夜はいかいです｡ 
　また、自転車盗や万引き等で 34人の青少年が検挙され
ました。 

　楽しく、元気で、有意義な夏休みにするには、社会の決
まりを守り、水難事故や交通事故にあわないよう安全に気
をつけて過ごすことが大切です。 

　補導されるような行動は 
　ないですか？ 
・夜間外出・喫煙 
・暴走行為等 
 
　交通ルールを守って安全に気をつけていますか？ 
・道路への飛び出し・信号無視 
・ヘルメット無着用での自転車運転 
　　　　　（13 歳未満） 
・自転車の二人乗り・右側走行 
 
　水難事故で命を失わないように！ 
・子どもだけで絶対に池、川、海に遊びに行かない。 
・水遊びの監視中は、子どもから絶対に目を離さない。 
・悪天候時や体調不良時の、水遊びや魚釣り等は避ける。 
 
　子どもを狙った犯罪に気をつけてね！ 
・一人では遊ばないようにしましょう。 ※県内の他市町に比べ、住宅侵入盗や自転車盗の犯罪

　発生率が高くなっています。 

　全国の家出人の親族や一般の皆様から幅広く情報の提供を受け、
身元不明死者の身元を特定する目的で県警ホームページに身元不
明死者情報を掲載します。 

記 
１　閲覧方法 
　　県警ホームページ＞相談・要望＞身元不明死者 
　　　　　　（URL  http://www.pref.kagoshima.jp/ 
　　　　　　　　　　　　police/soudan/humei/index.html） 
 
２　掲載内容 
　　着衣、身体特徴、所持品等 
　※当初は平成17年度以降に発見された身元不明死者を掲載し、
　　平成16年以前については、順次掲載予定です。 
 
３　問い合わせ先 
　　県警察本部鑑識課または出水警察署鑑識係　（　62-0110） 

市町村ごとの犯罪発生率は次のとおりです。 

　　犯罪発生率とは 

　　人口１万人当たりに換算した犯罪発生件数 

夏休み真っ最中 

身元不明死者情報を掲載 
　　　　　　鹿児島県警察ホームページ 
～情報提供をお願いします～ 

犯罪発生率（市町村別） 

戸締まり、鍵かけ、二重ロック（自転車）を 
忘れないようにしましょう。 



26広報いずみ ２０１０（平成２２年）８月号

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課広報統計係
　　　�０９９６－６３－４０３４

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありま
すので、詳細な内容については、広告主に直接、お問い
合わせください。
　広報いずみの発行部数は２１，７００部で市内のほぼ全世帯
に配布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告
知にもご利用ください�　ただし、掲載予定ページを限
定していますので、掲載希望が多数の場合は、調整させ
ていただくことがありますのでご了承ください。
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川
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ざ
薬
局

●

●

●

●

プラッセ
だいわ

タイヨー
宮之城店

←至薩摩川内市 至出水市→

トゥマン アジアン雑貨

080-5288-3995
☎0996-79-4831
〒 出水市西出水町752
営 第1・3 日・月（10：00～17：30）

●

●

平田整形外科
クリニック

西松屋

西出水
小学校

●吉田商店

肥薩おれんじ鉄道

出水中央
高等学校

文

文

★

↑至箱崎
　八幡宮

↓至花立

※ご来店時にクーポン券をご提示下さい。
※本券1枚で1名様1回限りご利用可。
※他の割引・クーポン券等との併用不可。
※現金との交換不可。
2010年7月26日まで有効

1,000円以上お買上げの方に
インドのお香1箱プレゼント

西出水店 宮之城店
☎0996-24-0013

〒 薩摩郡さつま町宮之城屋地1107
営 毎週木・金・土のみ（10：00～17：30）
http：//teman.jp/他

マキシ丈ワンピースにも
　　　　　私服にも

ろいろな用途に
　アタバック
（3,200円～5,800円）
市場より2～3割安宮之城には店舗がありますが、新たに西出水町の自宅において、第1・3 日・月曜

日に営業しています。その他の曜日につきましてはお電話下さい。
トゥマンではアオザイを中心としたアジアンファッションやお子様からご年配の
方までお楽しみいただけるアジア雑貨を取り揃えております。
是非、一度お立ち寄り下さい。

今流行の

マキシ丈ワンピース
!!

大量入荷（2,500円～
3,800円）

アオザイで
あなただけの
オリジナルが
できます!

アオザイで
あなただけの
オリジナルが
できます!

アジアン
雑貨のお店
アジアン
雑貨のお店

葬儀の規模や葬儀費用のこと、分かりますか？

いろいろある葬儀のカタチ、ご存じですか？

事前に葬儀会場を見ておかなくていいですか？

ファミール
家族葬

いつか、話し合いたいと思っていた。
かけがえのない、家族のために お葬式のこと もっとちゃんと知っておきたい…。

事前相談受付中
宗教・宗派問わずご相談下さい。

コ コ ロ イチ番

☎63-5561出水市緑町49番31号

切通公民館

県
境

海

切通小学校

第一索道商事

有料老人ホームいずみ
３Ｆ

至水俣→←至出水 国道３号線

鶴
水
園

出
水
の
里

境川

☎（0996）67-2221☎（0996）67-2221海が見える
　掛け流し温泉

●営業時間：8：00～22：00　●定休日：第２・４火曜　出水市境町1840番地１

～～

◆露天風呂・サウナ・ミストサウナ完備◆

送迎・プレー
お食事・温泉代込

フェイス・バスタオル、ガウン付 ご予約・お問い合せは

●鶴水園の奥
　国道３号線より海岸方面へ400ｍ
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田　

中　

早　
　
　
　
　

野
平

７４

白　

濱　

一　

郎　
　
　

米
ノ
津
東

８８

宮　

本　

一　

雄　
　
　
西
大
野
原
・
出
水

８３

細
山
田　

博　

明　
　
　

八
坊

５１

南　

津　

マ　

チ　
　
　

上
田
多
園

９４

山　

迫　

シ　

メ　
　
　

野
平

８９

新　

穗　

キ
ク
ヱ　
　
　

連
尺
野

８０

桐　

野　

ミ
ド
リ　
　
　

加
治
屋
町

８３

江　

川　

時　

義　
　
　

上
町
住
宅

９４

田　

島　

ノ
リ
子　
（
朝
熊
）

山　

床　

憲　

次　
（
鹿
島
）

迫　

畑　
　

保　
　
（
柴
引
）

赤　

松　

栄　

一　
（
八
幡
・
出
水
）

釜　

浦　

勝　

次　
（
西
之
口
）

�　

�　

健　

一　
（
西
町
）

原　

内　

光　

義　
（
天
神
）

井
手
上　

行　

正　
（
鮎
川
）

牧　
　
　

恵　

子　
（
松
ケ
野
）

大　

囿　

ト
シ
子　
（
沖
田
）

満　

岡　
　

睦　

子（
米
ノ
津
東
）

井　

後　

幸　

安　
（
平
松
東
）

田　

中　

長　

年　
（
野
平
）

星　

野　

正　

信　
（
北
九
州
市
）

寺　

下　

マ
サ
エ　
（
野
口
）

島　

元　

美
代
子　
（
麓
）

白　

濱　

鶴　

子　
（
米
ノ
津
東
）

中　

島　
　
　

隆　
（
町
・
野
田
）

海
江
田　

香
代
子　
（
中
里
）

荒　

川　

栄　

子　
（
旧
番
所
）

新　

穂　

晴　

雄　
（
連
尺
野
）

安　

保　

智　

子　
（
鹿
島
）

杉　

野　

惠　

子　
（
千
間
山
）

江　

川　

エ
ツ
子　
（
上
町
住
宅
）

藤　

川　

ス
エ
ノ　
（
太
田
）

宮　

本　

レ
イ
子　
（
西
大
野
原
）

九　

反　

昌　

利　
（
中
郡
）

久　

保　

郁　

子　
（
上
田
多
園
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
に
不
都
合
の
あ
る
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
企
画
政
策
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

堤　
　
　

ト
シ
子　
　
　

八
幡
・
野
田

７９

藤　

川　

峯　

吉　
　
　

太
田

９２

種
子
田　

タ　

ミ　
　
　

鹿
島

９５

竹　

平　

キ　

ミ　
　
　

受
口

８７

宮　

田　

清　

人　
　
　

八
幡
・
野
田

７７

杉　

野　

マ
サ
子　
　
　

千
間
山

８６

　
　

平　

ミ　

カ　
　
　

浦
窪

８９

木　

原　

ツ
ル
ヱ　
　
　

連
尺
野

８８

松　

尾　

ヨ　

シ　
　
　

春
町

８２

（
６
月
２
日
〜
７
月
１
日
届
け
出
分
）
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児］：小児科当番医（午前１０時～同１２時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

８　　　　　月
担 当 医 療 機 関日

�○６２ ８２００向江循環器・内科福永内科循環器科［当］

１（日）

�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［当］

�○７５ ０２００（阿久根市）胃腸・外科黒木胃腸科外科医院［当］

�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○６８ ０６３３（阿久根市）しみずこども医院［児］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］

４（水）

５（木）

６（金）

�○６３ ７８００沖田泌尿器科よしだ泌尿器科クリニック［当］

８（日）

�○６２ ０１６７栄町内・小児科二宮医院［当］

�○７３ １７００（阿久根市）泌尿器科・内科いまむらクリニック［当］

�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］

�○６２ ０１６７栄町二宮医院［児］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］

９（月）

１０（火）

１１（水）

�○６３ １１１２鹿島皮膚科よう皮ふ科医院［当］

１５（日）

�○６７ １８６１六月田中内・外・胃腸科東医院［当］

�○６４ ６１００（阿久根市）内・外科門松医院［当］

�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［児］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］１７（火）

�○６２ ０１７０栄町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院［夜］１８（水）

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］
１９（木）

２０（金）

�○８２ ３９９８町（高尾野）内・皮膚・精神科奥田蘇明会医院［当］

２２（日）

�○６７ ５５６０今釜西内・神経内科つかさとクリニック［当］

�○７２ ０４２０（阿久根市）内・外科山田クリニック［当］

�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］

�○６４ １５００鹿島こどもクリニック永松［児］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］２３（月）

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］２５（水）

�○６２ ８６００千本付内科楠元内科医院［夜］２６（木）

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］２７（金）

�○６２ ０１７０栄町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院［当］

２９（日）

�○６７ １１１１新町内科吉井医院［当］

�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［当］

�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［児］

�○６７ １６１１ 早馬出水総合医療センター［夜］３１（火）
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暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららししししししししししののののののののののらしの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報情報

８月１日

長 島 町�８６－１２６６歯 科児 島 歯 科 医 院

向 江 町�６４－１４００か り ん 薬 局

８月８日

上 沖 田�６３－２５０１歯 科福 原 歯 科 医 院

沖 田�６４－１１３２こ が ね 薬 局

８月１４日

阿 久 根 市�７３－０５０８歯 科橋 口 歯 科 医 院

水道修繕工事当番事業者
高 尾 野 ・ 野 田 地 域出 水 地 域

期　　　間 休日および平日の
　午後５時以降平　日工事事業者休日および平日の

　午後５時以降平　日工事事業者

携帯電話
（０９０－７１５４－７４９０）

�82－0437中 畠 組

携帯電話
（０９０－７３９７－７８９８）

�67－4400たかさご水道8月1日

�82－1600山�水道設備�63－3388日之出建設工業８月２日～同８日

�84－2534福 井 組�62－1409職 建８月９日～同13日

�82－1600山�水道設備�62－5114三 和 住 設8月14日

�82－0376川 窪 建 設�62－0901井手口電設8月15日

�82－0442慶 越 組�62－0650あかつき電化８月16日～同22日

�82－0376川 窪 建 設�62－5114三 和 住 設８月23日～同29日

�82－０８８９軸薗設備工業�62－０９０１井手口電設８月３０日～９月５日

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科医医医医医医医医医医医医医医休日当番歯科医・・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局当番薬局

８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事８月の主な行事

８月１５日

阿 久 根 市�７３－０５０８歯 科橋 口 歯 科 医 院

鹿 島�６３－７３２２あ す か 薬 局

六 月 田 下�６７－２０５５あ じ さ い 薬 局

８月２２日

町（高尾野）�８２－００２０歯 科中 島 歯 科 医 院

今 釜 西�６５－７５５０い ま が ま 調 剤 薬 局

８月２９日

阿 久 根 市�７２－０５５６歯 科あ く ね 歯 科 医 院

栄 町�６３－４３００ク レ イ ン 調 剤 薬 局
※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。

○第５回自治会対抗バレーボール大会（２９日、３１日、９月１日、２日、３日・総合体育館ほか）
１日（日） ▼ふるさと出水クリーン作戦（午前６時３０分・市内一円）
１日（日） ▼かごしまものづくりフェアｉｎ出水（午前１１時・クレインパークいずみ）
５日（木） ▼第１回出水市子ども環境サミット（午後１時１５分・音楽ホール）
１３日（金） ▼ペルセウス座流星群観察会（午前２時３０分・青年の家）
２０日（金） ▼出水人生大学（午前９時３０分・出水老人福祉センター）
２２日（日） ▼水源の森林づくり事業草刈りボランティア（午前９時・嶽ダム）
２２日（日） ▼第３２回肥薩対抗柔道大会（総合武道館）
２９日（日） ▼２０１０アマチュア・ミュージック・フェスティバルｉｎいずみ（午後１時・音楽ホール）



20102010（平成21年）�

■発行　出水市　　　■編集　政策経営部企画政策課�
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町１番３号�
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-63-0680�
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保７番地�
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-82-2399�
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地�
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-84-2078�
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/�
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp 広報いずみ２０１０（平成２２年）8月号　   ○３０�№５３�

8
2010（平成22年）�

■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/

 （７月18日撮影）�

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

52
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
の
活
動
と
し
て
、

「
自
然
科
学
教
室
」
が
あ
り
ま
す
。

　

5
月　

日
、
自
然
科
学
教
室
で
は

29

出
水
商
業
高
校
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
「
水
辺
の
生

き
物
調
べ
」
を
し
ま
し
た
。
出
水
市

多
目
的
広
場
の
脇
を
流
れ
る
水
路
で

採
集
し
た
生
き
物
を
観
察
し
、
み
ん

な
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
ま
し
た
。
カ
ワ

ム
ツ
、
ミ
ナ
ミ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
ヌ
マ

ガ
エ
ル
、
ニ
ホ
ン
イ
モ
リ
、
カ
ワ
ニ

ナ
、
ヤ
ゴ
、
ア
メ
ン
ボ
な
ど
、
小
さ

な
水
路
に
思
っ
た
よ
り
た
く
さ
ん
の

生
き
物
が
い
ま
し
た
。

『今月の問題』
　夏の星座｢さそ
り座｣の一番明る
い星の名前は？

　Ａ アンタレス
　Ｂ アルデバラン
　Ｃ アルタイル　
☆答えはホームペー
ジか来月号で
　（先月号の答え
は、Ｂのヒルガ
オ科でした。）

７７７７７７７７７７
月月月月月月月月月月
７７７７７７７７７７
日日日日日日日日日日
のののののののののの
七七七七七七七七七七
夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕
にににににににににに
鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎
とととととととととと
メメメメメメメメメメ
ーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテ
ルルルルルルルルルル
がががががががががが
肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥
薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩
おおおおおおおおおお
れれれれれれれれれれ

　

７
月
７
日
の
七
夕
に
鉄
郎
と
メ
ー
テ
ル
が
肥
薩
お
れ

んんんんんんんんんん
じじじじじじじじじじ
鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
道道道道道道道道道道
出出出出出出出出出出
水水水水水水水水水水
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
にににににににににに
やややややややややや
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
きききききききききき
たたたたたたたたたた
。。。。。。。。。。

ん
じ
鉄
道
出
水
駅
に
や
っ
て
き
た
。

ここここここここここ
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救　　　急火　　　災

うち救急出動件数負傷者死　者うち建物発生件数

260件
（+２１）

508件
（+40）

0人
（±0）

0人
（－1）

1件
（－2）

3件
（－6）

出水市

527件
（+２１）

1,044件
（+７２）

２人
（±0）

0人
（－２）

3件
（－５）

7件
（－7）

平成
22年
の累計

出水市消防本部管内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4月1日～6月30日）

※（　　　）内の数字は前年同半期火

Title:01・30完成版.ec6 Page:30  Date: 2010/07/31 Sat 10:04:54 


	01・30完成版.ec6
	02-03.ec6
	04-05.ec6
	06-07.ec6
	08-17お知らせ.ec6
	18お知らせ.ec6
	19-国民年金.ec6
	20-読書活動.ec6
	21-図書館だより.ec6
	22-24フォト.ec6
	25.ec6
	26.ec6
	27-誕生.ec6
	28-新当番医.ec6
	29-暮らしの情報.ec6



